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△ 17年度 

財政規模 
290億円 

職員数 
879人 

現在の 
行財政の 
しくみ 

△ 21年度 

財政規模 
270億円 

職員数 
661人 

新たな 
行財政の 
しくみ 

「
財
政
の
健
全
化
」
と 

　
　
　
　
「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
進
め
る
協
働
・ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
創
の
地
域
経
営
」
を
め
ざ
す 

行財政改革の推進 

（集中改革プラン） （集中改革プラン） 

行財政改革推進計画（集中改革プラン）、財政健全化指針、定員適正化計画、
組織・機構編成方針、補助金の見直し指針、会館等公共施設の見直し指針、
アウトソーシング推進に関する指針、アウトソーシング推進計画、給与制
度等改革方針、職員人材育成基本方針、市民と行政の協働推進指針 

【一般会計ベース】 

　
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の

価
値
観
の
多
様
化
、
ま
た
社
会
経
済
情
勢
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
地
方
公
共
団
体
で
は
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
迅
速

に
対
応
で
き
る
体
制
を
強
化
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行

う
こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
市
の
収
入
の
根
幹
を
な
す
地
方
交
付
税

は
、
「
三
位
一
体
改
革
」
の
影
響
な
ど
に
よ
り
減

少
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
財

政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
市
と
し
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

真
の
幸
せ
と
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
未
来
を
切
り

開
き
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
か
け
が
え

の
な
い
「
ふ
る
さ
と
京
丹
後
市
」
を
創
り
あ
げ
る

た
め
に
は
、
早
急
に
本
格
的
な
「
行
財
政
改
革
」

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
で
は
、
昨
年
十
二

月
に
行
財
政
改
革
の
方
向
を
示
す
「
京
丹
後
市
行

財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
。
そ
し
て
改
革
を
よ
り

具
体
的
に
進
め
る
た
め
、
目
標
年
度
で
あ
る
平
成

二
十
一
年
度
を
め
ざ
し
て
本
年
度
か
ら
五
年
間
に

取
り
組
む
内
容
を
定
め
た
「
京
丹
後
市
行
財
政
改

革
推
進
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
」
を
こ
の
た

び
策
定
し
ま
し
た
。 

　
職
員
定
数
の
縮
減
と
人
件
費
・
物
件
費
な
ど
内

部
運
営
経
費
を
削
減
し
、
一
方
、
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
た
め
、
行
政
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
業
務

の
外
部
委
託
）
や
地
域
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
改
革
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

　
同
計
画
は
、
幅
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
の
目

線
で
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
「
市
行
財
政
改
革
推

進
委
員
会
」（
勝
本
宗
繁
会
長
・
十
五
人
）
の
答
申

を
尊
重
し
、
ま
た
市
議
会
の
意
見
も
踏
ま
え
て
策

定
し
た
も
の
で
、
全
庁
を
挙
げ
て
早
期
に
実
行
に

移
し
、
市
政
運
営
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。 

中山市長に答申を行う 

勝本宗繁会長（中央）・増田至誠副会長（右） 
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推
進
計
画
の
策
定
と
あ
わ
せ
て
、
行

財
政
改
革
を
強
力
に
進
め
て
い
く
た
め

に
六
つ
の
指
針
な
ど
を
策
定
し
て
い
ま
す
。 

  

　
平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年

度
ま
で
の
五
年
間
に
お
け
る
財
源
不
足

の
総
額
約
二
十
九
億
円
を
、
歳
出
の
抑

制
に
よ
り
解
消
し
て
い
き
ま
す
。 

　
○
採
用
の
抑
制
や
勧
奨
退
職
制
度
の

活
用
に
よ
り
職
員
数
を
削
減
す
る

と
と
も
に
、
給
料
や
各
種
手
当
な

ど
の
給
与
制
度
の
見
直
し
な
ど
に

よ
る
人
件
費
の
縮
減
（
十
七
億
六

千
四
百
万
円
） 

　
○
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
業
務
の
外

部
委
託
）
の
推
進
に
よ
る
経
費
増

額
分
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

公
共
施
設
や
事
務
事
業
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
に
よ
り
経
常
経
費
を

削
減
（
六
億
九
千
八
百
万
円
） 

　
○
補
助
費
全
体
の
縮
減
（
四
億
六
千

百
万
円
） 

  

　
平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
の
職
員

数
九
百
四
十
七
人
（
医
療
職
を
除
き
ま

す
）
を
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
に
は

七
百
十
七
人
に
す
る
た
め
、
職
員
二
百

三
十
人
（
縮
減
率
二
四
・
三
％
）
減
ら

し
ま
す
。 

  

 

　
「
民
間
に
任
せ
た
ほ
う
が
効
率
的
・

効
果
的
に
業
務
執
行
が
で
き
る
も
の
は

民
間
に
任
せ
る
」
こ
と
を
基
本
に
、
コ

ス
ト
の
削
減
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

雇
用
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

市
民
活
動
お
よ
び
住
民
自
治
活
動
の
促

進
の
視
点
で
、
規
制
緩
和
を
踏
ま
え
て
、

共
通
・
類
似
業
務
を
集
約
的
に
推
進
し
、

人
材
派
遣
会
社
の
設
立
も
視
野
に
入
れ

て
、
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
例
外
な

き
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
推
進
し
ま
す
。 

  

　
補
助
金
の
交
付
基
準
を
策
定
し
、
多

様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
、
市
と
し
て
真
に
必
要
な
も
の
に
、

よ
り
適
正
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
民
の
評
価
・
審
査
を
経
る

中
で
、
市
の
財
政
状
況
に
適
し
た
補
助

金
総
額
と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
十
三

億
四
千
万
円
か
ら
、
平
成
二
十
一
年
度

に
は
十
一
億
円
と
設
定
し
て
、
二
億
四

千
万
円
を
順
次
縮
減
し
ま
す
。 

  

　
施
設
の
設
置
目
的
や
類
似
施
設
の
状

況
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
施
設
の
利
用

実
態
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
市
が
引
き
続

き
当
該
施
設
を
運
営
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
ど
う
か
な
ど
に
つ
い
て
総
点
検
し

て
、
今
後
の
施
設
の
あ
り
方
を
示
し
ま

す
。 

  

　
市
の
計
画
な
ど
を
迅
速
に
推
進
・
対

応
で
き
る
組
織
機
構
を
構
築
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
グ
ル
ー
プ
化
を
推
進
し
、

ま
た
行
政
評
価
制
度
を
推
進
で
き
る
体

制
の
整
備
や
危
機
管
理
体
制
の
整
備
を

め
ざ
し
て
自
ら
目
標
を
設
定
し
、
実
現

で
き
る
体
制
を
確
立
し
ま
す
。 

　
特
に
市
民
局
に
つ
い
て
は
、
組
織
の

合
理
化
を
進
め
る
一
方
で
、
将
来
に
わ

た
っ
て
必
要
な
窓
口
機
能
を
堅
持
し
、

加
え
て
、
市
民
へ
の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
機
関
と
し
て
市
民
の

み
な
さ
ん
と
行
政
が
協
働
し
て
地
域
づ

く
り
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
を
順
次
整
え
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
不
安
を
与
え
な
い
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
方
向
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、行
政
関
係
施
設（
病
院
、学
校
、

保
育
所
、幼
稚
園
、環
境
衛
生
施
設
な
ど
）

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
基
本

に
、施
設
の
規
模
、利
用
状
況
、利
便
性
、

経
済
性
な
ど
を
考
慮
し
て
、
よ
り
効
率

的
な
管
理
運
営
形
態
の
導
入
を
検
討
し

ま
す
。 

 

　
今
後
、「
市
民
と
行
政
の
協
働
推
進
指

針
」、「
給
与
制
度
等
改
革
方
針
」、「
職
員

人
材
育
成
基
本
方
針
」
、「
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
推
進
計
画
」
の
四
つ
の
方
針
な

ど
も
十
二
月
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
、

財
政
の
健
全
化
を
重
要
な
目
標
と
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
智
恵

を
出
し
あ
い
、協
働
、共
創
の
市
民
本
位

の
地
域
経
営
の
実
現
を
柱
と
し
て
、
行

財
政
改
革
を
確
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

改
革
の
強
力
な
推
進
に 

　
　
六
つ
の
指
針
な
ど
を
策
定 

財
政
健
全
化
指
針 

定
員
適
正
化
計
画 

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
に
関
す
る
指
針 

補
助
金
の
見
直
し
指
針 

会
館
な
ど
公
共
施
設
の
見
直
し
指
針 

組
織
・
機
構
編
成
方
針 

一般会計を270億円程度に抑制
 

職員数を約220人削減 

行政アウトソーシングおよび市
民のみなさんとの協働を推進 

　計画では、新たな行財政の仕組みをつくりあげ、将来的に持続可能で

安定的な財政運営を可能とするため、平成21年度までに、一般会計の

基礎的な規模として270億円程度とすることを目標に財政の健全化を図

ります。そのための主な改革として、職員を220人（全職員の4分の1）

減らすなど人件費の抑制により約17億６千万円を削減、また施設維持

管理経費など物件費を約７億円削減、各種団体やイベントへの補助金の

基準を見直すことで補助費を約４億６千万円削減することをめざします。

一方、職員数の縮減などに伴う行政サービスの低下を防ぎ、これまで行

政が行ってきた業務を地域市場へ開放し、地域経済の活性化に寄与する

ため、行政アウトソーシングや市民との協働を推進していきます。 

一般会計を 

　　　　　　270億円程度に抑制 

行政アウトソーシングおよび 

　　　　　　市民との協働を推進 
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京
丹
後
市
総
合
計
画
　
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に 

総
合
計
画
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
市
議
会
九
月
定
例
会
に
提
案 

“ひと　みず　みどり　歴史と文化が織りなす交流のまち”を将来像に 

『新・丹後王国』の創造をめざす 『新・丹後王国』の創造をめざす 

総合計画とは総合計画とは 総合計画とは 　「ひと　みず　みどり　歴史

と文化が織りなす交流のまち」

を将来像に掲げた「京丹後市総

合計画」の策定にあたり、９月

18日に「京丹後市総合計画審議

会」の藤原会長から中山市長に

答申が行われました。 

　「総合計画」は、市

町村が必ずつくらなけ

ればならないと「地方

自治法」で定められ、

市町村の最上位計画に

位置づけられるもので、

行財政運営の長期的な

指針を示すものです。 

 

 

　「総合計画」は、「基

本構想」、「基本計画」、

「実施計画」で構成さ

れています。 

 

 

　今後の概ね10年間で、

京丹後市がめざす将来

の姿とまちづくりの最

高理念を示し、「基本

計画」の基礎となるも

のです。 

 

 

　「基本構想」で掲げ

た内容を実現するため

に、基本方向を分野別

に示し、「実施計画」

の基礎となるもので、

社会情勢の変化に伴い、

必要に応じて５年を目

途に見直しを行います。 

 

 

　具体的な事業を示す

３年間の計画で、施策

の優先度や緊急度を勘

案しながら毎年見直し

を行います。 

■総合計画の構成■ 

■基本構想■ 

■基本計画■ 

■実施計画■ 

■
「
新
・
丹
後
王
国
」
の 

　
　
　
　
　
創
造
を
め
ざ
す
■ 

　
「
京
丹
後
市
総
合
計
画
（
案
）
」
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
公
募
三

人
ま
た
市
外
の
四
人
を
含
む
三
十
人

か
ら
な
る
「
京
丹
後
市
総
合
計
画
審

議
会
」（
藤
原
菊
男
会
長
）
を
昨
年
十

月
に
設
置
。
同
審
議
会
内
に
、
産
業

雇
用
創
出
、
環
境
・
循
環
型
社
会
構

築
、
健
康
・
福
祉
・
医
療
充
実
、
子

育
て
・
教
育
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

市
民
活
動
・
共
同
参
画
推
進
、
快
適

空
間
創
造
の
六
つ
の
部
会
を
設
け
て

慎
重
に
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
よ
り
幅
広
い
か
た
か
ら
意
見

を
い
た
だ
こ
う
と
、
各
種
団
体
や
各

町
の
地
域
振
興
協
議
会
か
ら
提
案
や

要
望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
将
来
の
京
丹
後
市
を
担
う
若
い

か
た
の
声
を
活
か
そ
う
と
、
中
山
市

長
が
高
等
学
校
（
峰
山
・
網
野
・
久

美
浜
）
に
出
向
き
、
ま
た
中
学
校
へ

は
職
員
が
訪
問
し
て
意
見
交
換
す
る

な
ど
、
ア
イ
デ
ア
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

   

　
同
審
議
会
か
ら
答
申
を
い
た
だ
い

た
「
総
合
計
画
（
案
）」（「
基
本
構
想
」
・

「
基
本
計
画
」）で
は
、「
ひ
と
　
み
ず

み
ど
り
　
歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す

交
流
の
ま
ち
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、

自
然
環
境
や
歴
史
文
化
、
地
域
産
業

な
ど
の
資
源
を
活
か
し
て
、
新
し
い

時
代
の
価
値
を
育
む
「
新
・
丹
後
王

国
」
の
創
造
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
の
達
成
に
は
、
旧
六
町

の
「
融
和
」
か
ら
、
新
市
と
し
て
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
「
挑
戦
」、

日
本
や
世
界
に
誇
れ
る
京
丹
後
ら
し

さ
の
「
創
造
」
へ
と
、
今
後
十
年
間

を
三
段
階
に
わ
け
て
推
進
し
、
現
在

の
人
口
約
六
万
五
千
人
か
ら
二
〇
一

四
年
に
は
七
万
人
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
ま
た
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
六
つ
の
基
本
方
針
を
柱
と
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
新
時

代
に
向
け
た
「
京
丹
後
市
」
の
振
興

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

●
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
が
行
き
か
う 

交
流
経
済
都
市 

●
暮
ら
し
の
中
で
い
の
ち
が
輝
く 

環
境
循
環
都
市 

●
生
き
る
喜
び
を
共
有
で
き
る 

健
や
か
安
心
都
市 

●
次
代
を
担
う 

　
　
若
い
力
が
活
躍
で
き
る 

生
涯
学
習
都
市 

●
共
に
築
き
、
結
び
合
う 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
都
市 

●
災
害
に
強
く
、 

　
　
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い 

う
る
お
い
安
全
都
市 

 

　
同
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
市

議
会
で
議
決
を
得
た
後
に
、
広
報
紙

な
ど
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

中山市長に答申が手渡されました（右から） 

藤原会長・錦織副会長・上田副会長 
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京丹後市総合計画・基本計画（案）の体系 京丹後市総合計画・基本計画（案）の体系 

６
つ
の
基
本
方
針 

ひ
と
　
み
ず
　
み
ど
り
　
歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す
交
流
の
ま
ち

ひ
と
　
み
ず
　
み
ど
り
　
歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す
交
流
の
ま
ち 

ひ
と
　
み
ず
　
み
ど
り
　
歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す
交
流
の
ま
ち 

安心力 
ともに支え合い、

安心して暮らせ

る健康・福祉の

まちづくりをめ

ざします 

地域力 
豊かな自然や歴

史・文化の恵み

を活かし、世界

に誇れるまちづ

くりをめざしま

す 

活性力 
ひとが育ち、夢

がふくらみ、未

来に飛躍するま

ちづくりをめざ

します 

ひと・もの・ことが行きかう 

交流経済都市 

にぎわい創出プロジェクト構想 

暮らしの中でいのちが輝く 

環境循環都市 

環境先進都市推進プロジェクト構想 

生きる喜びを共有できる 

健やか安心都市  

安心ネットワーク形成プロジェクト構想 

次代を担う若い力が活躍できる 

生涯学習都市 

学びのミュージアム推進プロジェクト構想 

共に築き、結び合う 

パートナーシップ都市 

パートナーシップ推進プロジェクト構想 

災害に強く、快適で暮らしやすい 

うるおい安全都市 

快適・安全・交流都市形成プロジェクト構想 

将来像と基本理念 基　本　方　針 計　画　項　目 

定住の促進 

農林業の振興 

漁業・海業の振興 

商工業の振興 

観光の振興 

京丹後ブランドの販売戦略 

自然環境の保全と創造 

新しいエネルギーの導入と活用 

ごみ・廃棄物対策 

循環型社会の構築 

市民主体の健康づくりの推進 

医療保険制度の一層の充実 

患者本位の医療体制の充実 

支えあい、助けあいの地域福祉の推進 

共に生きる障害者福祉の充実 

安心して暮らせる高齢者福祉の充実 

子育て支援 

学校教育の充実 

社会教育・スポーツの充実 

若者の育成 

歴史文化遺産の保全と活用 

地域コミュニティの強化 

協働と共創のまちづくりの推進 

人権の尊重 

男女共同参画の推進 

国際交流と地域間交流の推進 

文化芸術活動の振興 

適正な土地利用の推進 

道路ネットワークの整備 

河川・海岸・港湾の整備 

住宅の供給と安心できる住環境の整備 

地域交通の確保 

上下水道の整備 

防災体制の強化 

情報ネットワークの整備 

効率的な行財政運営の推進 計画推進のために 

ひ
と
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
・
交
流
の
先
進
地 

新
・
丹
後
王
国
の
創
造
に
向
け
て 



平成17年11月 広報きょうたんご 

 
6

　
感
動
と
感
謝
の
一
日
で
し
た
。 

　
丹
後
で
初
め
て
の
オ
ペ
ラ
上
演
で
、

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
か
た
の
多
く
が
、

初
め
て
オ
ペ
ラ
を
観
劇
し
、「
よ
か
っ
た

で
す
」
と
口
々
に
感
謝
の
感
想
を
言
っ

て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
協
会
の
か

た
の
熱
演
に
感
動
し
、
拍
手
を
贈
り
ま

す
。 

　
大
成
功
を
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ
の

力
は
、
券
の
発
売
を
売
り
止
め
に
し
、

会
場
を
埋
め
尽
く
す
観
客
動
員
を
成
し

遂
げ
た
「
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

員
会
」
の
か
た
の
大
活
躍
で
し
た
。 

　
こ
の
力
が
今
後
も
「
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

丹
後
の
文
化
の
歴
史
に
新
し
い
一
ペ
ー

ジ
を
書
き
加
え
た
オ
ペ
ラ
公
演
の
感
動

の
余
韻
に
浸
っ
て
い
ま
す
。 

丹
後
の
文
化
の
歴
史
に 

　
　
　
一
ペ
ー
ジ
を
書
き
加
え
た
日 

　
京
丹
後
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
晃 

文
化
芸
術
の 

　
　
　
一
粒
の
種 

　
京
丹
後
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
部
茂
左
衛
門 

オ
ペ
ラ
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
公
演
を
終
え
て 

　
京
丹
後
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛
田
　
匠 

　
館
内
に
鳴
り
響
く
拍
手
。
カ
ー
テ
ン

コ
ー
ル
に
応
え
て
出
演
者
が
次
々
と
登

場
。
ス
ザ
ン
ナ
、
フ
ィ
ガ
ロ
、
そ
し
て

最
後
に
団
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
、
伯
爵
夫

人
。 

　
客
席
最
後
列
に
い
た
私
は
、
そ
の
と

き
思
わ
ず
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
と
叫
ん
で
い

ま
し
た
。 

　
「
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」

発
足
の
旗
揚
げ
公
演
大
成
功
の
歴
史
的

瞬
間
で
し
た
。 

　
委
員
会
発
足
と
公
演
成
功
を
記
念
し

て
、
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
の
庭
に
記

念
樹
を
植
樹
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。 

　
公
演
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
各
実

行
委
員
が
悲
喜
こ
も
ご
も
の
体
験
を
さ

れ
、
交
流
を
深
め
、
成
功
の
感
激
を
共

有
で
き
た
こ
と
は
、
京
丹
後
市
の
新
た

な
文
化
の
誕
生
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
丹
後
で
初
め
て
の
オ
ペ
ラ
公
演
に
、

大
い
に
喜
び
、
希
望
の
光
に
胸
を
と
き

め
か
せ
ま
し
た
。 

　
時
が
進
み
、
計
画
だ
け
は
立
派
に
で

き
あ
が
り
ま
し
た
が
、
チ
ケ
ッ
ト
の
売

れ
行
き
具
合
に
青
く
な
っ
た
と
き
も
あ

り
ま
し
た
。 

　
二
十
一
世
紀
は
「
こ
こ
ろ
の
世
紀
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
心
に
、
文

化
は
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
大
成
功
は
、
多
く
の
か
た
の

思
い
と
熱
意
の
結
果
で
す
。
夢
と
希
望

が
さ
ら
に
大
き
く
膨
ら
み
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
感
謝
に
絶
え
ま
せ
ん
。 

●プロのかたと共演する機

会をいただき、感謝の気

持ちが胸いっぱいで終わ

らせていただきました。 

●すばらしい舞台に出演さ

せていただき、ありがと

うございました。終わっ

たことがとても残念です。 

●観客のかたより、一番身

近に聴かせていただき、

感謝しています。 

●とてもいい経験をさせて

いただきまた。参加させ

ていただきありがとうご

ざいました。 

●会場の広さ、音響効果も

ほどよく、オペラという

もののよさを味わえまし

た。初めてのかたが多い

と思いますが、継続する

ことにより理解度が深ま

り、音楽文化の基盤が醸

成されると思います。 

●初めてオペラを見ました

が、とてもわかりやすく、

楽しく拝見できました。 

●カーテンコールのとき、

涙がなぜか止まらなかっ

た。 

●丹後でこのようなことが

開催され、本当によかっ

た。 

●すばらしい歌声、演技、

オーケストラの演奏に引

き込まれました。 

京丹後市初の京丹後市初の 
　　「オペラ公演」を開催　　「オペラ公演」を開催 
京丹後市初の京丹後市初の 
　　「オペラ公演」を開催　　「オペラ公演」を開催 
京丹後市初の 
　　「オペラ公演」を開催 

来場者の感想 

公募により出演された 
４人のかたの感想 

　
京
丹
後
市
で
初
め
て
と
な
る
オ

ペ
ラ
公
演
「
京
都
オ
ペ
ラ
協
会
『
フ

ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』」
が
、
十
月
十
六

日
に
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰

山
町
杉
谷
）
で
開
か
れ
、
迫
力
あ

る
舞
台
が
九
百
人
近
い
観
客
に
感

動
を
与
え
ま
し
た
。 

　
同
公
演
は
、
文
化
の
薫
り
高
い

ふ
る
さ
と
「
京
丹
後
」
を
め
ざ
し

今
年
六
月
に
発
足
し
た
「
京
丹
後

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」

が
開
い
た
も
の
で
、
今
回
の
公
演

に
は
、
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
市

内
在
住
の
か
た
を
は
じ
め
、
京
丹

後
市
出
身
の
か
た
な
ど
四
人
の
一

般
の
か
た
も
出
演
。
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
美
し
い
生
演
奏
が
奏
で
ら
れ

る
中
、
心
に
響
き

渡
る
歌
声
が
、
京

丹
後
市
に
新
た
な

音
楽
の
種
を
芽
吹

か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
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小
野
小
町
終
え
ん
の
地
で
　
和
歌
の
情
感
を
た
ん
能

小
野
小
町
終
え
ん
の
地
で
　
和
歌
の
情
感
を
た
ん
能 

小
野
小
町
終
え
ん
の
地
で
　
和
歌
の
情
感
を
た
ん
能

小
野
小
町
終
え
ん
の
地
で
　
和
歌
の
情
感
を
た
ん
能 

　昨年に続き２回目となる「京丹後市小町ろまん全国短歌大会」（京丹後市・市教育委員会・

ＮＨＫ学園共催）を、９月24日に京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）で開き、全国の愛好家

約200人が和歌の世界を満喫しました。 

　大会は、「恋の歌人」と言われる「小野小町」にちなみ、「恋う（恋）」を題詠に作品を募集。

自由題をあわせて、全国から2,649首もの力作が寄せられ、大会大賞は、澤田昭子さん（愛知

県岡崎市）をはじめ３人が受賞。京丹後市からは岡田トシ子さん（久美浜町永留）、岡本千代

子さん（大宮町周枳）、谷口利枝さん（網野町浅茂川）、能勢ゑいさん（久美浜町安養寺）の

４人が秀作として入選されました。 

京丹後市小町ろまん全国短歌大会 

う
た 

ゴ
ビ
タ
ン 

し
ら
が
ね 

さ
ら 

　
文
化
・
芸
術
の
秋
を
迎
え
、
恒
例
の
「
丹
後
高
等

学
校
文
化
祭
典
」
が
、
十
月
一
日
と
二
日
の
二
日
間
、

京
都
府
丹
後
文
化
会
館
お
よ
び
峰
山
地
域
公
民
館
（
峰

山
町
杉
谷
）
で
開
か
れ
、
力
作
の
展
示
や
丹
後
ち
り

め
ん
を
使
っ
た
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

　
同
祭
典
は
、
丹
後
地
域
の
府
立
高
等
学
校
六
校
と

与
謝
の
海
養
護
学
校
高
等
部
の
生
徒
が
、
文
化
系
の

部
活
動
や
学
科
の
取
り
組
み
を
広
く
紹
介
す
る
た
め

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
十
回
目
。
今
回

は
、
来
年
八
月
に
京
丹
後
市
を
は
じ
め
、
府
内
十
市

町
で
開
か
れ
る
高
校
生
の
文
化
祭
典
「
第
三
十
回
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」（
京
都
総
文
）
を
Ｐ
Ｒ
す

る
プ
レ
大
会
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
絵
画
や
書
道
、
華
道
、
工
芸
な
ど
の

丹
精
込
め
た
温
か
み
の
あ
る
作
品
が
芸
術
の
秋
を
彩

り
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
「
丹
後
ち
り
め
ん
」

を
素
材
に
し
た
よ
さ
こ
い
衣
装
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
や
、
一
反
の
ち
り
め
ん
生
地
と
留
め
針
を
使
い
、

そ
の
場
で
マ
ネ
キ
ン
に
衣
装
を
仕
立
て
る
ピ
ン
ワ
ー

ク
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
が
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら

れ
、
来
場
者
は
盛
ん
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

る
な
ど
、
感
心
し
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

文化・芸術の秋を華やかに彩る文化・芸術の秋を華やかに彩る 文化・芸術の秋を華やかに彩る 丹後高等学校文化祭典 丹後高等学校文化祭典 

華やいだ雰囲気に包まれたお茶席 

若さが躍動したステージ 

大
会
大
賞 

　
水
圧
を
受
け
て
歩
め
ば
は
か
な
げ
に
足
は
プ
ー
ル
の
底
を
捉
え
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
昭
子（
愛
知
県
岡
崎
市
） 

大
会
大
賞 

　
行
く
末
は
空
も
ひ
と
つ
の
戈
壁
灘
に
か
す
か
に
光
り
て
陽
は
落
ち
て
ゆ
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
原
　
淨
子（
兵
庫
県
芦
屋
市
） 

大
会
大
賞 

　
白
絹
に
墨
で
書
か
れ
し
詩
ひ
と
つ
書
庫
に
静
も
る
祖
母
の
恋
文 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
美
和
子（
宮
城
県
仙
台
市
） 

京
丹
後
市
長
賞 

　
街
角
を
曲
が
ら
な
か
つ
た
あ
の
と
き
に
恋
を
お
と
し
た
や
う
な
気
が
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
田
　
治
子（
大
阪
府
貝
塚
市
） 

京
丹
後
市
教
育
長
賞 

　
教
へ
子
に
恋
せ
し
こ
と
も
教
へ
子
と
恋
せ
し
こ
と
も
冬
の
夕
焼 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
島
　
通
人（
島
根
県
益
田
市
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
長
賞 

　
任
地
よ
り
戻
る
夫
恋
う
週
末
に
火
照
り
止
ま
ざ
る
恥
じ
し
日
あ
り
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
政
子（
山
梨
県
中
巨
摩
郡
） 

京
都
府
知
事
賞 

　
人
生
は
短
く
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
待
つ
三
分
の
す
べ
な
く
長
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
文
雄（
長
野
県
松
本
市
） 

京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

　
砂
時
計
の
砂
お
ち
る
ま
で
わ
れ
泣
け
り
不
良
少
女
と
呼
ば
れ
し
む
か
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
文
子（
静
岡
県
浜
松
市
） 

京
都
新
聞
社
賞 

　
そ
の
後
知
ら
ぬ
幼
な
じ
み
の
消
息
の
や
う
な
古
本
市
の「
小
公
女
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
貞
子（
京
都
府
城
陽
市
） 

京
丹
後
市
大
宮
町
短
歌
会
長
賞 

　
銀
の
パ
ン
パ
ス
グ
ラ
ス
穂
の
ゆ
れ
て
空
の
高
さ
に
秋
を
攫
へ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
和
田
正
子（
岐
阜
県
羽
島
郡
） 



平成17年11月 広報きょうたんご 

8

峰山町敬老会

【10月16日】

【峰山中学校】 

弥
栄
中
学
校
の
生
徒
が 

　
　
　
　
元
気
に
出
迎
え 

　
弥
栄
町
敬
老
会 

　
　
　
【
弥
栄
中
学
校
】 

大宮町敬老会 

【10月15日】 

【大宮第一小学校】 

丹後町敬老会 

【10月23日】 

【間人小学校】 

長
寿
を
祝
い
　
敬
老
会

長
寿
を
祝
い
　
敬
老
会 
長
寿
を
祝
い
　
敬
老
会 

　京丹後市の最高齢者で、

府内の男性で最高齢になる

108歳の木村次郎右衛門さん

（丹後町中野）の長寿を祝

い、中山市長と奥田京都府

丹後広域振興局長が10月５

日に、木村さん宅を訪問し、

記念品を手渡しました。 

　木村さんは、好き嫌いな

く何でも食べられ、新聞を

読んだり、テレビで国会中

継や相撲を見ることが楽し

みとのこと。少々耳が聞こ

えにくいもののお元気で、

中山市長が「ますますお元

気にお過ごしください」と

声をかけると「ありがとう

ございます。耳が聞こえに

くいですが、雑音が聞こえ

なくていいですよ」と、す

てきな笑顔で応えられてい

ました。 

108歳を迎えられた 

木村次郎右衛門さん（右） 

中山市長（中） 

奥田京都府丹後広域振興局長（左） 

　「
敬
老
の
日
」（
九
月
第
三
月
曜
日
）を
記
念
し

て
、
九
月
末
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
峰
山
町
・
大

宮
町
・
丹
後
町
・
弥
栄
町
の
各
町
お
よ
び
網
野
町

の
一
部
地
域
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
長
寿
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。 

　
九
月
二
十
五
日
に
、
弥
栄
中
学
校
で
開
か
れ

た
「
弥
栄
町
敬
老
会
」
に
は
、
昭
和
六
年
四
月
一

日
以
前
生
ま
れ
の
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
九
百

二
十
四
人
を
招
待
。 

　
会
場
入
口
で
は
、
弥
栄
中
学
校
の
生
徒
の
み

な
さ
ん
や
、
そ
ろ
い
の
黄
色
い
エ
プ
ロ
ン
に
身

を
包
ん
だ
地
域
の

世
話
人
の
か
た
が
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
、「
よ
う

こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
」
と
元

気
な
笑
顔
で
迎
え

る
と
、
参
加
者
の

顔
も
自
然
と
ほ
こ

ろ
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
午
前
十
時
か
ら

始
ま
っ
た
式
典
で
は
、

中
山
市
長
が
長
寿

の
お
祝
い
と
、
長
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
に
対
す

る
感
謝
と
敬
意
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

京
都
府
と
京
丹
後
市
か
ら
数
え
八
十
八
歳
を
迎

え
ら
れ
た
か
た
な
ど
に
長
寿
を
祝
い
記
念
品
を

贈
呈
。 

　
続
い
て
行
わ
れ
た
演
芸
の
部
で
は
、
弥
栄
中

学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
や
鳥
取
保
育
所

の
子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
い
踊
り
、
京
丹
後
警

察
署
に
よ
る
交
通
安
全
の
コ
ン
ト
、
ま
た
歌
謡

シ
ョ
ー
や
歌
謡
劇
場
な
ど
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、

招
待
者
は
笑
顔
の
絶
え
な
い
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、四
月
一
日
現
在
、七
十
五
歳
以
上
の

か
た
は
九
千
百
十
七
人
で
、
七
人
に
一
人
が
七

十
五
歳
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

十
月
一
日
現
在
で
百
歳
以
上
の
か
た
は
三
十
一

人
。人
口
十
万
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
四
八
・

五
九
人
で
、全
国
平
均
の
二
・
四
倍
と
極
め
て
高

く
、「
蓬
莱
の
里
」（
※
）と
も
言
う
べ
き
、長
寿
の

市
で
あ
り
、誇
り
高
く
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。（
都

道
府
県
別
で
は
、
第
一
位
・
沖
縄
県
五
一
・
四
三

人
、二
位
・
高
知
県
四
八
・
五
七
人
、京
都
府
二
三
・

五
〇
人
）※
「
蓬
莱
」
と
は
、
中
国
で
仙
人
が
住
み
、

不
老
不
死
の
地
と
信
じ
ら
れ
た
想
像
上
の
仙
境
。 

あみの八丁浜ロードレース大会 潮の香薫る　八丁浜を快走 潮の香薫る　八丁浜を快走 
　
秋
の
す
が
す
が
し
い
風
が
吹
く
十
月
二
日
、

恒
例
の
「
あ
み
の
八
丁
浜
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
網
野
北
小

学
校
（
網
野
町
浅
茂
川
）
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
地
点
と
し
て
開
か
れ
、
自
慢
の
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
網
野
町
の
浅
茂
川
出
身
で
、

第
一
回
ア
ジ
ア
大
会
（
昭
和
二
十
六
年
）
の

一
万
㍍
競
技
で
優
勝
さ
れ
た
田
茂
井
宗
一
さ

ん
と
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
平
成

八
年
）
の
五
千
㍍
競
技
で
、
当
時
の
日
本
新

記
録
で
四
位
に
入
賞
さ
れ
た
志
水
見
千
子
さ

ん
の
功
績
を
讃
え
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
八
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
今
大
会
に
は
、
三
㌔
メ
ー
ト
ル
・
五
㌔
メ

ー
ト
ル
・
十
㌔
メ
ー
ト
ル
・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
各
コ
ー
ス
の
性
別
・
年
齢
別
に
わ
か
れ

た
二
十
五
部
門
に
四
百
八
十
五
人
が
参
加
。 

　
今
回
は
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
田
茂

井
宗
一
さ
ん
が
十
㌔
メ
ー
ト
ル
の
部
、
志
水

見
千
子
さ
ん
が
五
㌔
メ
ー
ト
ル
の
部
に
参
加

さ
れ
、
絶
好

の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、

選
手
た
ち
は

沿
道
か
ら
の

大
き
な
声
援

を
受
け
な
が

ら
、
潮
の
香

薫
る
コ
ー
ス

を
さ
わ
や
か

に
快
走
し
ま

し
た
。 
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京都府吹奏楽コンクールで銀賞を受賞 峰山中学校吹奏楽部 京都府吹奏楽コンクールで銀賞を受賞 峰山中学校吹奏楽部 
秋風にのせ　オータムコンサート 

　
峰
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
（
藤
田

千
裕
部
長
・
三
十
六
人
）
の
み
な

さ
ん
が
、
八
月
八
日
に
京
都
会
館
（
京

都
市
左
京
区
）
で
開
か
れ
た
「
第

四
十
二
回
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
」（
京
都
府
吹
奏
楽
連
盟
・
朝

日
新
聞
社
主
催
）
の
中
学
校
Ｂ
組

の
部
で
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
部
員
の
み
な
さ
ん
は
、
放
課
後

や
休
日
、
ま
た
夏
休
み
を
返
上
し

て
厳
し
い
練
習
を
重
ね
る
な
ど
、「
心
」

を
乗
せ
た
演
奏
に
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
こ
の
栄
誉
を
手
に
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
十
月
一
日
に
は
、
手
づ

く
り
の
「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
峰

山
町
杉
谷
）
で
開
催
さ
れ
、
そ
の

見
事
な
演
奏
を
余
す
こ
と
な
く
披
露
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演

奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
保
護
者
な

ど
会
場
い
っ
ぱ
い
の
来
場
者
は
、

息
の
あ
っ
た
演
奏
を
熱
心
に
聞
き

入
り
、
一
曲
ご
と
に
大
き
な
拍
手

を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。 

藤田千裕さん 

　ほとんど休みもなく、長い時間練習するなど、みんなが本当にがん

ばってきたから『銀賞』がとれたと思います。中学生最後のコンクー

ルで、とてもいい思い出ができました。本当にすごくうれしいです。 

四方美希さん 

　『銀賞』がとれ、たいへんな練習を毎日がんばった甲斐がありまし

た。この経験をさまざまなことに活かしていきたいと思います。 

　
企
業
の
従
業
員
の
か
た
や
後
継
者
の
か
た

な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
り
、
京
丹
後

市
の
産
業
活
性
化
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
、

「
京
丹
後
市
次
世
代
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
経
営

講
座
」（
京
丹
後
市
・
京
都
生
涯
学
習
推
進
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
）
を
九
月
二
十
二
日
に
開

講
し
ま
し
た
。 

 

開
講
日
に
は
、
十
六
人
の
受
講
生
が
出
席
。

開
講
式
の
後
、
さ
っ
そ
く
「
ま
ず
身
に
つ
け

よ
う
『
考
え
る
ち
か
ら
』
〜
現
状
を
と
ら
え
、

今
後
の
経
営
を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
〜
」

と
題
し
、
財
団
法
人
京
都
高
度
技
術
研
究
所

の
川
北
客
員
研
究
部
長
が
、
今
の
現
状
を
し

っ
か
り
と
見
つ
め
分
析
す
る
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
講
義
。
ま
た
、
身
近
な
例
を
あ
げ
、

そ
の
原
因
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
対
策
を

考
え
る
実
習
も
行
わ
れ
、
受
講
生
は
熱
心
に

メ
モ
を
と
る
な
ど
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。 

 

同
講
座
は
、
木
曜
日
の
夜
間
を
中
心
に
、

一
月
十
九
日
ま
で
計
十
五
回
開
催
し
、
「
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
・
「
資
金
調
達
」
・

「
経
営
戦
略
」
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
講

師
が
講
義
や
実
習
を
行
い
ま
す
。 

（時間はいずれも19：30～22：00） 

■11/10・11/17・11/24　 

　　『経営危機を回避しよう』 

　　　　～リスクマネージメントについて～ 

■11/30・12/8・15 

　　『会社の“血液”をなめらかに』 

　　　　～資金管理･資金調達について～ 

■12/22・1/12・1/19 

　　『経営の向上をめざして』 

　　　　～経営戦略について～ 

●お申し込みは、商工振興課（☎69-0440）へ 

京丹後市の未来を担う京丹後市の未来を担う 京丹後市の未来を担う 

追加受講申込可 

京都府吹奏楽コンクールを終えての感想 

平
成
十
七
年
度
地
域
社
会
人
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
推
進
事
業

平
成
十
七
年
度
地
域
社
会
人
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
推
進
事
業 

 

『
京
丹
後
市
次
世
代
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
経
営
講
座
』
を
開
講

『
京
丹
後
市
次
世
代
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
経
営
講
座
』
を
開
講 

平
成
十
七
年
度
地
域
社
会
人
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
推
進
事
業 

 

『
京
丹
後
市
次
世
代
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
経
営
講
座
』
を
開
講 

講
師
の
言
葉
を
一
言
も
聞
き
も
ら

さ
な
い
よ
う
に
、
熱
心
に
聞
き
入

る
受
講
生 

息のあった演奏が来場者を魅了 
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丹
後
ち
り
め
ん

丹
後
ち
り
め
ん 

丹
後
ち
り
め
ん 

ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
Ｐ
Ｒ

ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
Ｐ
Ｒ 

ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
Ｐ
Ｒ 

毎週水曜日に着用し、 

　　　　「丹後ちりめん」のＰＲを図るユニホーム 

「
き
も
の
サ
ミ
ッ
ト
」
前
に
は
、
金
融

機
関
で
も
着
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
心
温
ま
る 

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ＮＴＴ西日本 
　「京丹後ふれあいステーション」がオープン 

地域社会とともに歩む地域社会とともに歩む 地域社会とともに歩む 市民の交流スペース市民の交流スペース 市民の交流スペース 

◆営業日　月・水・金曜日　10：00～15：00 

　　　　　　　（祝日・年末年始を除きます） 

◆連絡先　〒627-0012 

　　　　　京丹後市峰山町杉谷932-3 

　　　　　　　　　　　　　　（☎62-4234） 

「ＮＴＴ西日本　京丹後ふれあいステーション」 

　
地
域
社
会
と
の
ふ
れ
あ
い
を
図
ろ
う
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

み
や
こ
支
店
（
前
田
治
緒
支
店
長
）
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
峰
山
別
館

（
峰
山
町
杉
谷
）
一
階
に
、
「
京
丹
後
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
十
月
十
二
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
峰
山
別
館
は
、
平
成
十
一
年
六
月
か
ら
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
地

域
貢
献
を
図
ろ
う
と
開
設
さ
れ
た

も
の
で
、
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

関
す
る
相
談
窓
口
を
は
じ
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
室
や
各
種
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
が
開
催
で
き
る
「
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
」
を
整
備
。
ま
た
、

地
域
に
密
着
し
た
施
設
と
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
利
用

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
絵
画
や
写

真
な
ど
の
趣
味
の
作
品
を
無
償
で

展
示
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
地
場
産
業
の
織
物
業
の
振
興
と
京
丹
後
市
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
て
、
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
を
使
っ
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
つ
く
り
、
十
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
に
着
用
し
て
い
ま
す
。 

　
女
性
用
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
羽
織
風
で
、
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
、

薄
緑
、
山
梔
子
（
く
ち
な
し
・
あ
か
み
が
か
っ
た
黄
色
）
、

桜
色
の
四
色
で
、
桜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
花
柄
の
デ
ザ
イ
ン
。

ま
た
、
男
性
用
は
、
作
務
衣
（
さ
む
え
）
風
の
上
着
で
、
濃

紺
、
浅
緑
、
薄
花
桜
の
三
色
。
市
職
員
十
六
人
の
検
討
委
員

会
を
設
け
、
数
種
類
の
試
作
品
を
つ
く
り
、
市
内
の
織
物
関

係
者
や
染
色
家
、
観
光
関
連
団
体
の
か
た
な
ど
十
人
に
よ
る

「
デ
ザ
イ
ン
意
見
公
聴
会
」
の
意
見
を
反
映
し
、
京
都
府
の

緊
急
雇
用
創
出
特
別

基
金
事
業
に
よ
り
、

七
百
二
十
着
を
作
製

し
ま
し
た
。 

　
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
、

各
庁
舎
内
の
事
務
職

員
を
は
じ
め
、
列
車

で
観
光
に
訪
れ
る
か

た
の
窓
口
で
あ
る
北

近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の

券
売
員
や
稲
葉
本
家

（
久
美
浜
町
）
な
ど

で
着
用
し
て
「
丹
後

ち
り
め
ん
」
の
よ
さ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
内
外
で
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
積
極
的
に

活
用
い
た
だ
き
、
京
丹
後
市
を
広
く
宣
伝
し
て
も
ら
お
う
と
、

無
償
で
貸
し
出
し
を
行
う
百
着
を
準
備
。
「
き
も
の
サ
ミ
ッ

ト
」（
十
月
二
十
九
・
三
十
日
）
の
開
催
週
に
は
、
市
内
の
金

融
機
関
な
ど
で
着
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
婦
人
会
や
森
林

組
合
な
ど
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
大
会
な
ど
で
着
用
し
て
い
た
だ
き
、
京
丹
後
市
と
「
丹
後

ち
り
め
ん
」
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
　
　
　
　
　
　
商
工
振
興
課
（
☎
六
九
ー
〇
四
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　 

ちりめんの振興に一役ちりめんの振興に一役 ちりめんの振興に一役ちりめんの振興に一役 
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、「
京

丹
後
サ
イ
ク
ル
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研

修
会
」（
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
峰
山
自
動
車

学
校
主
催
）
が
、
九
月
二
十
九
日
に
峰
山
自
動
車

学
校
（
峰
山
町
荒
山
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

研
修
会
は
、
児
童
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
な
ど
の
指
導
法
を

習
得
し
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
、
市
内
の

小
学
校
教
員
約
三
十
人
が
自
転
車
走
行
時
の
注
意

点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

　
研
修
会
で
は
、
京
丹
後
警
察
署
の
交
通
巡
視
員

が
市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
車
の
運
転
手
か
ら
死
角
と
な
る
位
置
な
ど

に
つ
い
て
解
説
。
ま
た
、
同
学
校
の
コ
ー
ス
で
、

実
際
に
自
転
車
に
乗
っ
て
交
差
点
や
停
車
中
の
車

の
横
を
通
過
す
る
な
ど
、
適
切
な
自
転
車
の
乗
り

方
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導

の
ポ
イ
ン
ト
を
体
得
し
ま
し
た
。 

京丹後サイクルマナーアップ 

　　　　アドバイザー研修会 

指導のポイントを習得指導のポイントを習得 子どもたちが交通事故に遭わないために子どもたちが交通事故に遭わないために 指導のポイントを習得 子どもたちが交通事故に遭わないために 

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
な
ど
か
ら
守
ろ
う

と
、
京
丹
後
市
の
す
べ
て
の
民
生
児
童
委
員
（
百
九

十
四
人
）の
み
な
さ
ん
が
、「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
い

え
」に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
い
え
」は
、子
ど
も
た
ち
が

登
下
校
時
や
広
場
な
ど
で
不
審
者
に
襲
わ
れ
た
り
、

声
か
け
や
つ
き
ま
と
い
な
ど
で
危
険
を
感
じ
た
と

き
、い
つ
で
も
緊
急
に
避
難
で
き
る
民
家
や
事
業
所

の
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
保
護
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。京
都
府
警
で

は
平
成
九
年
に
同
制
度
を
ス
タ
ー
ト
。京
丹
後
市
で

は
十
月
現
在
で
約
千
二
百
軒
が
協
力
さ
れ
、市
町
村

単
位
の
民
生
児
童
委
員
全
員
が
協
力
す
る
の
は
府

内
で
初
め
て
と
な
り
ま
す
。 

　
十
月
十
七
日
に
、
ら
・
ぽ
ー
と
（
網
野
町
網
野
）
で

開
か
れ
た
「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
い
え
」
の
プ
レ
ー

ト
交
付
式
で
は
、井
手
輝
喜
京
丹
後
警
察
署
長
か
ら

市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
井
本
好
信
会
長
へ
表

示
プ
レ
ー
ト
が
手
渡
さ
れ
、
井
本
会
長
は
「
民
生
児

童
委
員
と
し
て
私
た
ち
が
守
る
の
だ
と
い
う
自
覚

を
持
ち
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
抱
負

を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

井手輝喜京丹後警察署長（右）から
井本好信市民生児童委員協議会長（左）
にプレートが手渡されました。 

新
た
に
「
京
丹
後
防
犯
推
進
委
員
協
議
会
」
が
発
足 

市内すべての民生児童委員が「こども110番のいえ」に協力 市内すべての民生児童委員が「こども110番のいえ」に協力 

地域の 

　　子どもを守る 

　
警
察
署
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
地
域
の
安
全
の
た
め
防
犯
活

動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
、
三
つ
（
熊
野

郡
・
中
郡
・
網
野
）
の
防
犯
推
進
委
員
協
議
会
が
統
合
し
て
、

新
た
に
「
京
丹
後
防
犯
推
進
委
員
協
議
会
」
が
発
足
し
、
十

月
十
五
日
に
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
杉
谷
）
で

設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
協
議
会
は
、
平
成
六
年
に
京
都
府
下
の
警
察
署
単
位
で
、

地
域
安
全
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
か

た
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
設
立
。
今
回
の
統
合
は
、
京
都
府
警

察
の
再
編
に
よ
り
本
年
四
月
に
京
丹
後
警
察
署
が
発
足
し
た

こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
京
丹
後
市
全
域
で
、
六
支
部
・
二
十

五
班
・
百
五
十
三
人
の
協
議
会
が
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。 

　
設
立
総
会
で
は
、
初
代
会
長
に
森
岡
無
事
生
さ
ん
（
弥
栄

町
）
、
副
会
長
に
前
田
清
さ
ん
（
久
美
浜
町
）
と
岡
田
幾
雄

さ
ん
（
大
宮
町
）
を
選
出
す
る
と
も
に
、
顧
問
と
し
て
京
丹

後
市
長
、
京
丹
後
警
察
署
長
、
京
丹
後
防
犯
協
会
長
を
置
く

こ
と
を
確
認
。
ま
た
、
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
駐

在
所
と
連
携
し
た
防
犯
教
室
の
開
催
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。 

　
森
岡
会
長
は
、
「
安
心
・
安
全
な
地
域
環
境
づ
く
り
が
私

た
ち
の
大
き
な
使
命
で
す
。
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ら
れ
、
総
会
後
に
さ
っ

そ
く
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
の
店
頭
で
、
防
犯
啓
発
チ

ラ
シ
を
配
り
、
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し 

府内初
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多
彩
的
！

多
彩
的
！ 

 

京
丹
後
生
活

京
丹
後
生
活 

多
彩
的
！ 

 

京
丹
後
生
活 

　
中
国
の
亳
州
市
か
ら
、
海
外
技
術
研
修
生
と
し
て
市
役
所

で
研
修
し
て
い
る
、
柴
・
青
（
さ
い
・
せ
い
）
さ
ん
の
京
丹

後
市
の
印
象
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
で
は
、十
月
に
な
る
と
、

五
穀
豊
穣
を
願
う
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　
十
月
の
八
日
と
九
日
に
市
内
の

お
祭
り
を
見
学
し
ま
し
た
。
同
じ

丹
後
地
域
で
も
地
区
が
か
わ
る
と

ま
っ
た
く
違
う
形
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

は
じ
め
て
、
三
番
叟
（
さ
ん
ば
そ

う
）
や
太
刀
振
り
、
神
楽
な
ど
の
伝

統
的
な
舞
な
ど
を
見
て
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
最
も
心
に
残
っ
た

の
は
、
三
番
叟
で
す
。
子
ど
も
た
ち

が
、
少
年
の
役
や
翁
の
役
な
ど
に

ふ
ん
装
し
て
、
難
し
い
言
葉
を
り

り
し
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

太
刀
振
り
は
、
と
て
も
精
彩
で
、
き

ち
ん
と
し
た
隊
列
が
難
し
い
動
作

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
い
っ

ぱ
い
拍
手
を
し
て
手
が
痛
く
な
り

ま
し
た
。 

 
日
本
の
秋
祭
り
の
よ
う
な
お
祭

り
は
中
国
で
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
亳
州
市
で
は
、
新
年
に
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、

獅
子
舞
、背
の
高
い
竹
馬
、龍
の
舞
、

闘
鶏
、
小
車
旱
船
（
し
ょ
う
し
ゃ
か

ん
せ
ん
）、鬼
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

中
国
の
獅
子
舞
は
、
日
本
の
獅

子
舞
と
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
中

国
の
獅
子
舞
は
、
市
民
の
間
で
広

く
行
わ
れ
て
い
る
舞
踊
の
一
種
で
、

普
通
、
二
人
で
一
頭
に
ふ
ん
装
し

た
獅
子
が
二
頭
い
て
、
壮
士
に
ふ

ん
装
し
た
人
が
も
つ
繍
（
し
ゅ
う
）

球
（
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
大
の
刺
し

ゅ
う
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
球
）
を
奪

い
合
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
黄
亞
洲
副
市
長 

交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
約
束

し
「
友
好
交
流
と
協
力
関
係
を
結

ぶ
意
向
書
」
を
交
わ
し
ま
し
た

中
国
安
徽
省
亳
州
市
か
ら

中
国
安
徽
省
亳
州
市
か
ら 

　
　
　
友
好
交
流
団
が
来
訪

　
　
　
友
好
交
流
団
が
来
訪 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
に
続
き
二
度
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
に
続
き
二
度
目 

中
国
安
徽
省
亳
州
市
か
ら 

　
　
　
友
好
交
流
団
が
来
訪 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
に
続
き
二
度
目 

 

今
回
、
二
度
目
と
な
る
亳
州
市

か
ら
の
訪
問
で
し
た
。
前
回
四
月
、

ま
た
今
回
の
訪
問
団
を
受
け
入
れ

る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

も
あ
り
、
商
工
関
係
や
観
光
関
連

団
体
と
と
も
に
会
を
組
織
し
て
歓

迎
し
ま
し
た
。 

　
こ
こ
丹
後
は
、
古
来
か
ら
中
国

と
は
、
強
い
結
び
つ
き
を
持
つ
地

域
で
す
。
こ
の
た
び
の
亳
州
市
と

の
友
好
交
流
が
、
市
民
同
士
で
の

交
流
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

京
丹
後
市
亳
州
市 

　
　
友
好
交
流
協
会
準
備
会 

　
　
　
　
　
会
長
　
今
度
　
勝 

　
市
が
薬
草
を
通
し
て
交
流
を
進

め
て
い
る
中
国
の
亳
州
（
は
く
し

ゅ
う
）
市
か
ら
、
本
年
の
四
月
に

続
い
て
、
訪
問
団
が
京
丹
後
市
を

訪
れ
ま
し
た
。 

　
一
行
は
、
黄
亞
洲
（
こ
う
あ
し

ゅ
う
）
副
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

八
人
で
、
十
月
十
一
日
と
十
二
日

の
二
日
間
に
わ
た
り
、
京
丹
後
市

内
を
視
察
。
ま
た
、
歓
迎
会
で
は
、

多
く
の
市
民
の
か
た
と
交
流
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
訪
問
で
は
、「
京
丹
後
市

亳
州
市
友
好
交
流
協
会
準
備
会
」（
会

長
・
今
度
勝
丹
後
商
工
会
協
議
会

長
）
と
し
て
、
商
工
会
や
観
光
協

会
を
中
心
に
歓
迎
し
ま
し
た
。 

　
一
行
は
十
一
日
の
正
午
前
に
丹

後
に
到
着
し
、
天
橋
立
や
丹
後
町

の
海
岸
な
ど
を
見
学
。
亳
州
市
は
、

海
に
面
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

丹
後
の
美
し
い
海
に
と
て
も
感
激

さ
れ
た
よ
う
す
で
し
た
。 

 
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
で
行
わ
れ

た
歓
迎
式
で
は
、
今
後
の
両
市
の

交
流
を
一
層
深
め
よ
う
と
、「
友
好

交
流
と
協
力
関
係
を
結
ぶ
意
向
書
」

を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
の
交
流
会
は
、「
飛
龍
天
衆
」（
ひ

り
ゅ
う
た
か
し
ゅ
う
）
の
和
太
鼓

演
奏
と
「
夢
て
ん
て
ん
」
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
よ
さ
こ
い
踊
り
に
よ

り
開
幕
し
、
弥
栄
町
等
楽
寺
の
神

楽
や
網
野
町
下
岡
の
三
番
叟
な
ど

丹
後
地
方
の
伝
統
芸
能
を
紹
介
し

ま
し
た
。 

 

翌
十
二
日
は
、
琴
引
浜
鳴
き
砂

文
化
館
や
か
ぶ
と
山
展
望
台
を
訪

れ
、
京
丹
後
の
豊
富
な
自
然
を
満

喫
い
た
だ
き
、
帰
路
に
着
か
れ
ま

し
た
。 

　
市
で
は
、
国
際
交
流
の
進
展
に

向
け
、
亳
州
市
と
の
友
好
交
流
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 
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フルーツラインが開通 フルーツラインが開通 

果樹の流通機能強化に期待 果樹の流通機能強化に期待 

　
網
野
町
俵
野
と
久
美
浜
町
三
分

を
結
ぶ
農
道
「
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」

が
完
成
し
、
十
月
一
日
か
ら
供
用

開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
道
路
は
、
総
延
長
約
二
・

九
㌔
メ
ー
ト
ル
、
片
側
一
車
線
の

道
路
。
こ
の
う
ち
俵
野
側
の
約
一
・

八
㌔
メ
ー
ト
ル
は
、
平
成
十
四
年

ま
で
に
完
成
し
、
使
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
事
業
費
は
、
約
八
億
七

千
百
万
円
。
平
成
十
四
年
度
に
完

了
し
た
丹
後
国
営
農
地
開
発
事
業

の
効
果
を
高
め
、
関
係
集
落
の
生

活
環
境
の
改
善
や
開
発
団
地
間
の

営
農
連
携
・
流
通
機
能
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
京
都
府
が
事
業

主
体
と
な
り
新
設
・
改
良
を
進
め

て
き
た
も
の
で
す
。 

　
同
農
道
の
開
通
に
よ
り
、
果
樹

運
搬
や
集
落
間
の
移
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
海
岸
沿

い
を
走
る
国
道
１
７
８
号
よ
り
も

短
時
間
で
網
野
町
｜
久
美
浜
町
間

を
移
動
で
き
ま
す
。 

　
景
観
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
国
道
１

７
８
号
か
ら
農
道
へ
の
入
り
口
（
三

分
側
）
に
間
伐
材
を
利
用
し
た
小

花
壇
（
縦
一
・
六
㍍
、
横
二
・
五

㍍
）
三
つ
を
設
置
。
九
月
二
十
日

に
は
、
久
美
浜
高
等
学
校
の
生
徒

が
自
分
た
ち
で
育
て
た
サ
ル
ビ
ア

や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
植
え

つ
け
を
行
い
ま
し
た
。 

　
「
果
実
の
里
か
ら
ま
ご
こ
ろ
を

こ
め
て
」
と
題
し
、
果
実
の
Ｐ
Ｒ

を
目
的
に
、
十
月
十
六
日
、
「
第

四
回
果
実
祭
」
が
久
美
浜
温
泉
広

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
丹
後
地
方
に
果
樹
が
導
入
さ
れ

て
か
ら
約
百
年
。
現
在
、
久
美
浜

で
は
、
約
百
㌶
の
果
樹
園
で
桃
、

梨
、
ブ
ド
ウ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
四

年
前
か
ら
久
美
浜
町
果
樹
観
光
協

会
（
白
岩
栄
一
会
長
）
が
、
多
く

の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
発
展
し

て
き
た
果
樹
の
産
地
と
し
て
消
費

者
に
感
謝
す
る
意
味
も
込
め
て
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶

好
の
行
楽
日
和
と
な
り
、
会
場
に

は
、
梨
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
果
物
を
は
じ
め
、
新
鮮
な

農
・
水
産
物
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、

訪
れ
た
行
楽
客
な
ど
が
買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
一
方
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

梨
の
皮
む
き
競
争
や
、
梨
に
ち
な

ん
だ
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
な
ど
の
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
チ
ン
ド
ン
屋
さ
ん
や
ぬ

い
ぐ
る
み
の
練
り
歩
き
な
ど
も
行

わ
れ
、
会
場
は
終
日
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。 

果実の里からまごころこめて 果実の里からまごころこめて 
第４回果実祭 第４回果実祭 

10月1日に開通したフルーツライン。久美浜高等学

校の生徒が開通前に花を植えつけ 

豪華商品をめざし、1cmでも長く皮をむこうと懸

命な参加者 
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「
食
育
」
を
社
会
全
体
の 

問
題
と
し
て
考
え
る 

　
「
食
育
基
本
法
」
は
、
今
年
六
月
の
国
会

で
成
立
、
七
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
食
を
大
切
に
す
る
心
の
欠
如
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
「
食
」

を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
顕
著
化
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
私
た
ち
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
国

全
体
の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
国
民
運
動

と
し
て
食
育
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に

「
食
育
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で 

食
育
を
推
進 

　
食
育
基
本
法
で
は
、
そ
の
基
本
的
施
策

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
明
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
食
生
活

を
見
つ
め
直
し
、
家
族
、
学
校
、
保
育
所
、

地
域
そ
の
他
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
食
育
の
活
動
に
参
加
、
協
力
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

食
育
推
進
会
議
を
設
置
し 

食
育
推
進
基
本
計
画
を
作
成 

　
こ
れ
ま
で
も
、
食
品
安
全
委
員
会
、
文

部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
が

中
心
と
な
っ
て
、
食
育
推
進
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に
食
育
の
推
進
体
制

を
強
化
し
、
多
様
な
関
係
者
が
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
国
民
運
動
と
し
て
食
育
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
、
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
内

閣
総
理
大
臣
を
会
長
と
す
る
食
育
推
進
会
議

に
お
い
て
食
育
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
レ
ベ
ル
で
は
、

「
都
道
府
県
食
育
推
進
会
議
」
で
都
道
府
県

食
育
推
進
計
画
を
、
「
市
町
村
食
育
推
進
会

議
」
で
は
市
町
村
食
育
推
進
計
画
を
作
成
・

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
子
ど
も
の
保
護
者
、
教
育
・
保

育
関
係
者
、
農
林
漁
業
者
、
食
品
関
連
事
業

者
、
関
係
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
国

民
が
一
丸
と
な
り
、
食
育
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。 

「食」に関する知識、理解、判断力が必要 

「食育基本法」が制定・施行 「食育基本法」が制定・施行 

健全な心と体を育もう 健全な心と体を育もう 健全な心と体を育もう 

　
国
内
外
の
多
種
多
様
な
食
品
に
囲
ま
れ
、
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

氾
濫
し
て
い
る
現
在
。
食
生
活
の
改
善
の
面
か
ら
も
、
食
生
活
の
安
全
確
保
の

面
か
ら
も
「
食
」
に
関
す
る
知
識
や
理
解
、
判
断
力
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
健
全
な
心
と
体
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
今

年
七
月
十
五
日
に
施
行
さ
れ
た
の
が
「
食
育
基
本
法
」
で
す
。
新
た
に
制
定
さ

れ
た
こ
の
法
律
の
趣
旨
、
理
念
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

１　家庭における食育の推進 

保護者や子どもの食に関する関心と理解を深め、健全な食習慣の

確立を図ります。 

２　学校保育所などにおける食育の推進 

学校、保育所などにおいて、魅力ある食育を推進し、子どもの健

全な食生活の実現と健全な心身の成長を図ります。 

３　地域における食生活の改善のための取り組みの推進 

地域において、栄養、食習慣、食料の消費などに関する食生活を

改善し、生活習慣病を予防します。 

４　食育推進運動の展開 

国民、教育関係者、農林漁業者、食品関連事業者などによる民間

団体の自発的な食育活動の全国展開を図ります。 

５　生産者と消費者との交流促進、環境との調和のとれた農林漁業の

　　活性化など 

都市と農山漁村の共生・対流を進め、生産者と消費者との信頼関

係を構築するとともに、環境と調和のとれた農山漁村の活性化を図

ります。 

６　食文化の継承のための活動の支援など 

伝統的な行事や作法の結びついた食文化、地域の特色ある食文化

など、伝統ある優れた食文化の継承を図ります。 

７　食品の安全性、栄養その他の食生活に関する調査、研究、情報の

　　提供及び国際交流の推進 

国民の適切な食生活の選択に資するよう、調査研究や情報提供を

進めるとともに、食育に関する国際交流を推進します。 

基本的施策としての取り組み 
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　みなさんの調査票は、厳重

な管理のもと集計中です。 

　年内には速報結果として日

本の人口が明らかになります 

総務省統計局　　http://www.stat.go.jp/　　　京丹後市 

国勢調査へのご協力 
ありがとうございました 

　
十
月
十
五
日
、「
第
十
五
回
丹
後
ブ
ロ
ッ

ク
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」
が
途
中
ヶ
丘

運
動
公
園
を
発
着
点
と
す
る
コ
ー
ス
（
男

子
六
区
間
十
八
㌔
・
女
子
五
区
間
十
二
㌔
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
丹
後
・
与
謝
地
域
に
あ

る
中
学
校
全
十
八
校
が
参
加
し
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
。
当
日
は
、
朝
か
ら
雨

が
ふ
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、
沿
道
の
観
戦
者
や
保
護
者
、
チ
ー

ム
メ
イ
ト
な
ど
か
ら
大
き
な
声
援
を
受
け

健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
レ
ー
ス
の
結
果
、
男
子
は
高
龍
中
学
校

が
二
年
ぶ
り
四
度
目
、
ま
た
、
女
子
は
大

宮
中
学
校
が
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
女
子
の
部
で
は
、
各
区
間
で
一
位
が
入

れ
替
わ
る
目
ま
ぐ
る
し
い
レ
ー
ス
展
開
の

な
か
、
大
宮
中
学
校
は
一
区
を
六
位
、
二

区
か
ら
四
区
ま
で
を
ト
ッ
プ
か
ら
四
十
秒

前
後
の
差
の
五
位
で
通
過
。
最
終
五
区
で

こ
れ
ま
で
の
記
録
を
九
秒
更
新
す
る
区
間

新
記
録
の
走
り
を
見
せ
、
見
事
逆
転
で
初

の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
男
子
の
部
優
勝
の
高
龍
中
学
校
は
、
一

区
で
出
遅
れ
た
も
の
の
、
二
区
で
は
二
位

で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
三
区
で
首
位
に
立

つ
と
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
。
五
十
九
分
七

秒
の
タ
イ
ム
で
二
年
ぶ
り
の
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
雨
の
レ
ー
ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
区
間
新
記
録
が
生

ま
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
こ
の
大
会
の
上
位
六
校
ま
で
に
、

十
一
月
十
三
日
に
南
山
城
村
で
行
わ
れ
る

「
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
駅
伝
競

走
大
会
」
へ
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。 

　
上
位
六
校
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

男子の部 

１　高龍中学校　　　　59分07秒 

２　間人中学校　1時間00分05秒 

３　加悦中学校　1時間00分33秒 

４　久美浜中学校　1時間00分42秒 

５　江陽中学校　1時間01分01秒 

６　宮津中学校　1時間01分24秒 

女子の部 

１　大宮中学校　44分16秒 

２　橋立中学校　44分21秒 

３　網野中学校　44分32秒 

４　宮津中学校　44分51秒 

５　高龍中学校　44分57秒 

６　江陽中学校　45分38秒 

成　　績 

第15回丹後ブロック中学校駅伝競走大会 

雨のなかで健脚競う雨のなかで健脚競う 雨のなかで健脚競う 

降りしきる雨の中、一斉にスタートする男子第一区の選手たち 

【男子】高龍中が2年ぶりの勝利 
【女子】大宮中が初の栄冠 
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　全体では、「保育サービスや介護サービスの充実」と回答したかたが約50％になりました。次いで、「企業や

事業所への休業制度の普及」や、「労働条件や待遇の改善普及」の回答が続きます。 

　回答の中で、男女差のあったものをみてみると、「法律や制度の見直し・改善」の回答が男女差9.6％あり、男

性がより強く必要だと感じています。一方、女性は「保育や介護サービスの充実」の回答が、男性と比べて10.5

％多く、男女によって回答に差が見受けられます。 

 

　広報「きょうたんご」の５月号から７回にわたって、市民のみなさんの男女共同参画に関する意識や現状につ

いて「住民意識調査」の結果を掲載してきました。 

　男女がお互いの人権を尊重し、自分らしく生きていける「男女共同参画社会」の実現をめざして、「住民意識

調査」の結果を踏まえて、さまざまな取り組みを推進していく必要があります。このため、現在、市では、「男

女共同参画審議会」において本市で初めてとなる「男女共同参画計画」の策定に向け、審議を進めています。 

　同計画の策定後は、その基本施策に基づき、男女共同参画社会の実現に向けて、さまざまな取り組みを推進し

ていきます。 

保育や介護サービスの充実 

企業や事業所への育児・介護・看護のた
めの休業制度などの普及 

企業や事業所への労働条件や 
待遇の改善普及 

政治や行政への女性の参画機会の増大 

女性は女性らしく、男性は男性らしく 
生きるための教育やしつけ 

健康で暮らせるための保健、 
母性保護の推進 

法律や制度の見直し・改善 

企業や事業所への平等な雇用への啓発 

男女平等について、男性への 
啓発・意識改革 

男女平等についての学校教育の充実 

ボランティア活動への支援 

相談事業の充実 

女性の教育や職業訓練・研修機会の充実 

男女平等について、女性への 
啓発・意識改革 

男性の料理教室など、生活技術の 
習得機会づくり 

その他 

住民意識調査 住民意識調査 
　今回は、前号に引き続き、社会参加について男女の意識をご紹介します。 

京丹後市が、男女それぞれにとって理想的な社会となるために、どのようなことが必要だと思いますか Ｑ 

　　　　　　　　　　　
　　
　　

　

　
男女

共同参画社会をめざして

男性 

全体 

女性 
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健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 
あなたの健康 

　　応援します 〜
医
療
費
削
減
は

〜
医
療
費
削
減
は 

　
　
　
　
生
活
習
慣
病
の
理
解
か
ら
〜

　
　
　
　
生
活
習
慣
病
の
理
解
か
ら
〜 

〜
医
療
費
削
減
は 

　
　
　
　
生
活
習
慣
病
の
理
解
か
ら
〜 

医療法人　上田医院 

 　　　上田　誠　医師 

 

 

特別養護老人ホーム 

　　　丹後園　嘱託医 

　
こ
れ
か
ら
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
日
本
で
、
増
大
す
る
医
療
費

は
、
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
す
。

介
護
費
も
含
め
て
考
え
る
と
、
脳

血
管
障
害
、
い
わ
ゆ
る
脳
卒
中
を

予
防
す
る
こ
と
は
、
医
療
費
削
減

の
重
要
な
柱
の
一
つ
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
予
防
の
鍵
は
、
高
血
圧

症
、
高
脂
血
症
、
そ
し
て
糖
尿
病

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
す
。 

 

私
の
日
常
診
療
で
よ
く
経
験
す

る
こ
れ
ら
の
疾
患
に
つ
い
て
の
疑

問
、
誤
解
の
一
部
を
書
い
て
み
ま

す
の
で
、
療
養
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。 

  
「
暑
く
て
顔
が
火
照
る
で
、 

　
　
　
　
　
血
圧
が
上
が
っ
と
る
」 

　
逆
で
す
。
気
温
が
高
い
夏
は
、

血
圧
が
下
が
り
、
寒
い
冬
は
上
が

り
ま
す
。
お
風
呂
上
が
り
も
血
圧

は
下
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
え
ら
い
で
、 

　
　
血
圧
を
測
っ
た
ら
高
か
っ
た
」 

 

普
段
の
「
え
ら
く
な
い
」
時
の

血
圧
を
測
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
血

圧
が
え
ら
い
の
と
関
係
あ
る
か
ど

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、

大
部
分
の
高
血
圧
症
は
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

「
血
圧
は
高
い
が
、 

　
　
下
が
低
く
て 

　
　
　
間
が
あ
い
て
い
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
丈
夫
」 

 

高
齢
者
の
こ
の
よ
う
な
血
圧
は
、

実
は
動
脈
硬
化
が
人
一
倍
進
ん
で

い
る
証
拠
で
す
。
決
し
て
安
心
な

血
圧
で
は
無
く
、
逆
に
心
筋
こ
う

そ
く
や
、
脳
卒
中
を
お
こ
し
や
す

い
状
態
と
言
え
ま
す
。 

 

「
薬
を
飲
み
出
し
た
ら 

　
　
一
生
飲
ま
な
な
ら
ん
で
、 

　
　
　
　
　
　
　
飲
み
た
く
な
い
」 

 

高
血
圧
は
放
っ
て
お
く
と
、
い

ず
れ
十
年
先
、
二
十
年
先
に
脳
卒

中
や
心
筋
こ
う
そ
く
、
そ
の
ほ
か

の
動
脈
硬
化
性
疾
患
に
つ
な
が
る

こ
と
が
非
常
に
多
く
な
り
ま
す
。

十
年
先
、
二
十
年
先
に
何
も
お
こ

ら
な
い
よ
う
に
、
今
か
ら
血
圧
を

下
げ
る
薬
を
飲
む
の
で
す
。「
二
十

年
前
に
二
年
間
は
血
圧
が
低
か
っ

た
」
で
は
、
病
気
の
予
防
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
飲
み
続

け
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。 

 

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が 

　
高
い
ら
し
い
が
、 

　
　
肉
や
油
っ
こ
い
物
な
ん
か 

　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
食
べ
な
い
」 

 

食
事
か
ら
入
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
二
〇
　
ほ
ど
で
、
残
り
は
体

内
で
つ
く
ら
れ
ま
す
。
油
物
以
外

の
食
物
で
も
、
摂
り
過
ぎ
れ
ば
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
高
く
な
り
ま
す
。 

 

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は 

　
下
げ
過
ぎ
て
も
い
か
ん
ら
し
い
」 

 

ど
こ
ま
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
れ
ば
い
い
の
か
は
、
そ
の
人

が
ど
れ
ぐ
ら
い
動
脈
硬
化
性
の
疾

患
を
お
こ
し
易
い
状
態
か
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
下
げ
過
ぎ
た
た
め
に
体
に
悪

い
こ
と
が
お
こ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

「
お
し
っ
こ
に
糖
は 

　
　
　
　
出
と
ら
ん
で
、 

　
　
　
　
　
　
　
糖
尿
は
大
丈
夫
」 

 

糖
尿
病
は
、
尿
に
糖
が
出
る
病

気
で
は
な
く
、
糖
が
出
る
こ
と
も

あ
る
病
気
で
す
。
上
が
っ
た
血
糖

が
な
か
な
か
下
が
ら
な
い
の
が
、

そ
の
本
態
で
す
。 

 

「
糖
尿
病
な
の
で
、 

　
お
菓
子
は
あ
か
ん
が
、 

　
　
甘
い
も
ん
で
も
果
物
は
い
い
」 

 

糖
尿
に
と
っ
て
、
両
者
は
全
く

違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
糖

尿
病
だ
か
ら
と
い
っ
て
（
ア
ル
コ

ー
ル
以
外
は
）
食
べ
て
い
け
な
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ま
た
い
く
ら
食
べ
て
も
い
い
も
の

も
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
は
何
を
食

べ
る
か
で
は
な
く
、
ど
の
く
ら
い

食
べ
る
か
で
す
。 

   

残
念
な
が
ら
脳
血
管
障
害
は
、

お
こ
し
て
し
ま
う
と
、
ど
ん
な
に

治
療
を
し
て
も
、
ま
ず
元
の
状
態

に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
予
防
が
最
良

の
治
療
で
す
。
医
療
費
の
高
騰
が

問
題
で
あ
る
日
本
で
は
、
高
血
圧

症
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
を
し
っ

か
り
治
療
せ
ず
に
放
置
す
る
こ
と

が
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
る
、
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

パ
ー 

セ
ン
ト 
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住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
原
因
の
七
割

が
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。 

火
災
に
よ
る
熱
・
煙
を
感
知
し
、
警

報
で
知
ら
せ
る
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

の
設
置
を
、
既
存
住
宅
を
含
む
個
人
の

住
宅
、
共
同
住
宅
な
ど
に
も
義
務
付
け

る
消
防
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
築
住
宅
は
平
成
十
八
年
六
月
一
日

か
ら
、
現
在
既
に
建
っ
て
い
る
家
は
、

京
丹
後
市
火
災
予
防
条
例
で
定
め
た
、

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
と

な
り
ま
す
。 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
建
物

火
災
の
中
で
約
九
割
を
占
め
、
住
宅
以

外
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
百
貨
店
な
ど
よ

り
も
五
倍
程
度
死
者
が
発
生
し
や
す
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
な
ど
の
普
及
率
が
高
く
な
る
に

つ
れ
て
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
減
少
し

て
お
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
効
果

が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半

に
は
火
災
に
よ
り
約
六
千
人
の
か
た
が
亡
く

な
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
二
年
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
普
及
率
が
九
四
％

に
な
る
と
、
三
千
人
弱
と
ほ
ぼ
半
減
し
て
い

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向

が
見
ら
れ
、
こ
の
二
つ
の
事
例
か
ら
住
宅
用 

火
災
警
報
器
の
普
及
が
進
め
ば
、
火
災
に
よ

る
犠
牲
者
の
減
少
に
高
い
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。 

右のグラフは、ア

メリカとイギリスの

住宅用火災警報器な

どの普及率と亡くな

られたかたの数のグ

ラフです。 

縦が人数、横が年数、

その下に普及率を示

しています。 

13年 

イギリスの場合 

26年 
⇒ ⇒ 

アメリカの場合 
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海
外
で
の
効
果 

01年 
普及率81％ 

88年 
普及率8％ 

02年 76年 
普及率10％ 普及率94％ 

あなたの家にも必要です あなたの家にも必要です 
住宅用火災警報器住宅用火災警報器 住宅用火災警報器 
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値
段
は
ど
れ
く
ら
い 

　
機
能
・
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
数
千
円
か
ら
一
万
円

前
後
で
す
。 

　
消
火
器
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い

る
店
舗
に
相
談
さ
れ
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。 

　
ど
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
す
か 

熱
式
・
煙
式
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
乾
電
池
を
使
う
タ
イ
プ
と
家
庭

用
電
源
を
使
う
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
家
庭
用
電
源
を
使
う
タ
イ
プ

は
配
線
工
事
が
必
要
で
す
。（
※
コ

ン
セ
ン
ト
を
使
う
タ
イ
プ
は
工
事

不
要
） 

　
ど
ん
な
製
品
を
買
え
ば
い
い
の 

煙
式
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
規

格
を
保
証
す
る
も
の
に
、
日
本
消

防
検
定
協
会
の
鑑
定
が
あ
り
ま
す
。

感
度
や
ブ
ザ
ー
音
量
な
ど
が
基
準

に
合
格
し
た
も
の
に
は
、
日
本
消

防
検
定
協
会
の
鑑
定
マ
ー
ク
が
付

い
て
い
ま
す
。
購
入
の
目
安
と
し

て
左
の
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
　 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を 

　
　
設
置
し
な
か
っ
た
ら 

　
　
　
　
　
罰
則
は
あ
る
の 

　
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
な

た
や
家
族
の
命
を
守
る
大
切
な
機

器
で
す
。
罰
則
の
有
無
に
関
係
な

く
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

ど
こ
に
取
り
付
け
れ
ば
い
い
の 

寝
室
に
は
必
ず
設
置
が
必
要
で
、

寝
室
が
二
階
な
ど
の
場
合
は
階
段

や
廊
下
に
も
設
置
が
必
要
で
す
。（
寝

室
が
一
階
だ
け
の
場
合
は
、階
段
や

廊
下
へ
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
）
な
お
、
本
市
で
は
、
早
期
発
見
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、国
の
設
置
基
準
に
加
え
て「
台

所
」に
も
設
置
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。 

詳しい住宅用火災警報器の 

設置方法などのお問い合わせ 

○京丹後市消防本部予防課 

　　　　　　　　　　（☎62-5119） 

　または、最寄りの消防署にお問い

合わせください。 

○（財）日本消防設備安全センター

が「住宅用火災警報器相談室」を

開設しています。 

　　　（　ダイヤル0120-565-911） 

　京丹後市消防本部ホームページの 予防情報館もご覧ください　http://www.city.kyotango.kyoto.jp/kcfd/index.html

こ
ん
に
ち
は
、
峰
山
消
防
署
救
急
救
命
士
の
日

下
部
で
す
。 

さ
て
、
今
回
は
子
ど
も
の
脱
水
症
状
に
つ
い
て

で
す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
、
乾
燥
し
て
く
る
と
風
邪
を

ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
は
、
発
熱
・
下
痢
・

お
う
吐
な
ど
で
す
ぐ
に
脱
水
症
状
を
お
こ
し
ま
す
。

発
熱
や
下
痢
は
、
体
に
入
っ
て
く
る
水
分
よ
り
、
汗

や
便
と
し
て
出
る
量
の
方
が
多
く
、
体
内
の
水
分
が

減
る
こ
と
で
脱
水
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
お
う
吐
で

は
、
入
っ
て
く
る
水
分
が
少
な
い
の
に
、
出
て
い
く

量
は
通
常
ど
お
り
な
の
で
、
こ
ち
ら
も
体
内
の
水
分

が
減
り
脱
水
症
状
と
な
る
の
で
す
。 

     

大
切
な
の
は
水
分
を
与
え
る
こ
と
で
す
。
少
量

ず
つ
、
何
回
に
も
わ
け
て
与
え
て
く
だ
さ
い
。
何
を

飲
ま
せ
た
ら
い
い
か
は
乳
幼
児
の
場
合
は
、
子
ど
も

用
の
イ
オ
ン
飲
料
が
い
い
で
し
ょ
う
。
水
分
だ
け
で

な
く
、
体
に
必
要
な
電
解
質
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で

す
。
イ
オ
ン
飲
料
の
き
ら
い
な
子
ど
も
は
湯
冷
ま
し

で
も
麦
茶
で
も
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
牛

乳
な
ど
の
乳
製
品
は
、
水
分
補
給
と
し
て
あ
ま
り
お

勧
め
し
ま
せ
ん
。
消
化
吸
収
に
時
間
が
か
か
り
、
胃

腸
へ
の
負
担
が
か
か
る
か
ら
で
す
。
水
分
を
こ
ま
め

に
与
え
、
脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。 

救急救命士 

日下部　宣仁 
くさかべ のりひと 

子
ど
も
の
脱
水
症
状 

悪質業者に注意 Ｑ Ｑ Ａ Ａ 

Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ Ｑ Ａ 

日本消防検定協会 
　　　　ＮＳマーク 

一般住宅には消火器の設置義務がない

にもかかわらず、悪質な訪問販売が発生

していることから、設置義務のある住宅

用火災警報器では義務のあることを理由

にさらに悪質商法が多発すると予想され、

厳重な注意が必要です。 

消防署から住宅用

火災警報器の販売に

住宅を訪問すること

はなく、特定の業者

に販売を委託するこ

ともありませんので、

業者の言葉や服装に

ごまかされないよう

ご注意ください。 
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シリーズシリーズ 
地球温暖化防止⑦地球温暖化防止⑦ 
シリーズ 
地球温暖化防止⑦ 

Ⅵ　生活の中の温暖化対策２（省資源・ごみ減量） 

家庭でできる温暖化
対策 家庭でできる温暖化
対策 

「
省
資
源
」
は
「
省
エ
ネ
」
で
す

「
省
資
源
」
は
「
省
エ
ネ
」
で
す 

「
節
水
」
も
「
省
エ
ネ
」
で
す

「
節
水
」
も
「
省
エ
ネ
」
で
す 

「
ご
み
減
量
」
は

「
ご
み
減
量
」
は 

　
　
　
二
重
に
「
省
エ
ネ
」
で
す

　
　
　
二
重
に
「
省
エ
ネ
」
で
す 

ご
み
減
量
の
決
め
手
「
四
Ｒ
」

ご
み
減
量
の
決
め
手
「
四
Ｒ
」 

「
四
Ｒ
」
の
優
先
順
位

「
四
Ｒ
」
の
優
先
順
位 

「
省
資
源
」
は
「
省
エ
ネ
」
で
す 

「
節
水
」
も
「
省
エ
ネ
」
で
す 

「
ご
み
減
量
」
は 

　
　
　
二
重
に
「
省
エ
ネ
」
で
す 

ご
み
減
量
の
決
め
手
「
四
Ｒ
」 

「
四
Ｒ
」
の
優
先
順
位 

   

私
た
ち
が
普
段
の
生
活
の
中
で

利
用
す
る
モ
ノ
を
、
節
約
し
大
切

に
利
用
す
る
こ
と
は
、
資
源
の
節

約
で
あ
る
と
同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
、
紙
を
例
に
考
え
て

み
る
と
「
原
料
と
な
る
木
を
切
る
」、

「
切
っ
た
木
を
運
ぶ
」
、
「
木
を
加

工
し
て
紙
を
つ
く
る
」
、
「
紙
を
運

ぶ
」
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
農
作
物
で
も
、
畑
を
耕

す
と
き
か
ら
商
品
と
し
て
売
ら
れ

る
ま
で
、
こ
れ
も
ま
た
、
た
く
さ

ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
消
費

者
の
手
元
に
届
き
ま
す
。 

 

つ
ま
り
、
私
た
ち
の
生
活
を
支

え
て
い
る
「
モ
ノ
」
を
節
約
し
、

「
ム
ダ
な
モ
ノ
を
買
わ
ず
」
、
「
買

っ
た
モ
ノ
を
ム
ダ
な
く
使
う
こ
と
」

が
省
エ
ネ
＝
温
暖
化
対
策
に
な
る

の
で
す
。 

    

河
川
か
ら
水
を
く
み
上
げ
、
浄

水
場
で
き
れ
い
な
水
に
し
て
家
庭

の
蛇
口
ま
で
届
け
る
と
い
っ
た
上

水
道
の
運
用
に
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
電
力

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

京
丹
後
市
で
昨
年
度
中
に
水
道

水
を
供
給
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た

電
力
は
、
七
、
〇
四
五
Ｍ
Ｗ
ｈ
（
約

一
、
九
四
〇
世
帯
の
年
間
使
用
分

相
当
）
で
し
た
。 

 

つ
ま
り
節
水
は
、
水
資
源
の
節

約
と
同
時
に
供
給
に
か
か
る
電
力

を
節
約
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で

す
。 

    

　
ご
み
を
多
く
出
す
こ
と
は
、
資

源
を
多
く
捨
て
る
こ
と
で
す
か
ら
、

結
果
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く

捨
て
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
を
処
理
す
る
と
き

に
も
、
と
て
も
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
、
昨
年
度
の
峰
山
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
力
は

四
、
三
一
一
Ｍ
Ｗ
ｈ
（
約
一
、
一

九
〇
世
帯
分
相
当
）、
灯
油
は
一
一

五
㎘
（
ド
ラ
ム
缶
五
七
五
本
分
）

も
使
っ
て
ご
み
を
処
理
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
ご
み
収
集
車
の
燃

料
や
埋
立
処
分
場
で
も
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

    

ご
み
を
少
な
く
す
る
行
動
は
、

ご
み
に
な
る
モ
ノ
を
買
わ
な
い
・

も
ら
わ
な
い
〔
リ
ジ
ェ
ク
ト
〕、
モ

ノ
を
大
切
に
使
い
ご
み
を
減
ら
す

〔
リ
デ
ュ
ー
ス
〕、
モ
ノ
の
寿
命
を

最
大
限
に
活
か
し
た
使
い
方
を
す

る
〔
リ
ユ
ー
ス
〕、
捨
て
る
場
合
に

は
再
生
ル
ー
ト
に
の
せ
る
〔
リ
サ

イ
ク
ル
〕
の
「
四
Ｒ
」
の
実
行
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。 

 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
四
Ｒ
」

に
取
り
組
ん
で
ご
み
を
減
ら
す
こ

と
に
よ
り
、
資
源
の
節
約
と
同
時

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
「
循

環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
」
を
形
成
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

    
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
か
ら
と
い
っ

て
、
モ
ノ
を
大
量
に
使
っ
た
の
で

は
、
省
エ
ネ
に
な
り
ま
せ
ん
。 

　
カ
ン
・
ビ
ン
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
を
回
収
し
、
再
生
す
る
た
め

に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
し
、

紙
で
も
再
生
す
る
と
き
に
紙
質
や

白
さ
を
求
め
す
ぎ
る
と
、
パ
ル
プ

か
ら
つ
く
る
よ
り
も
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み
を
た
い
肥

化
す
る
場
合
で
も
、
電
気
式
生
ご

み
処
理
機
で
は
省
エ
ネ
効
果
が
薄

い
と
言
え
ま
す
。 

　
し
た
が
っ
て
、
地
球
温
暖
化
対

策
か
ら
み
た
ご
み
の
減
量
策
と
し

て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
も
、
資

源
の
使
用
効
率
を
高
め
る
「
リ
デ

ュ
ー
ス
」
、
「
リ
ユ
ー
ス
」
が
優
先

さ
れ
、
さ
ら
に
資
源
の
使
用
量
自

体
を
減
ら
す
「
リ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

実
行
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
す
。 

上水道の供給に使用されるエネルギー 

【施設別割合】 

【エネルギー源別割合】 

導水施設 
1％ 

その他 
1％ 

電力 
99％ 

配水施設 
7％ 

浄水施設 
19％ 

ダム施設 
取水施設 
73％ 
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家庭でできる温暖化対策　「省資源・ごみ減量編」家庭でできる温暖化対策　「省資源・ごみ減量編」 家庭でできる温暖化対策　「省資源・ごみ減量編」 

○いらなくなった紙は、メモ用紙として使う。 

○リターナブルビン（回収、洗浄して再利用されるビン。

一升ビン・ビールビン・牛乳ビンなど）を使った商

品を選ぶ。 

○まだ使えるが不用になったものは、知人などにゆず

ったり、バザーやフリーマーケット、リサイクルシ

ョップなどへ出す。また、そういうものを積極的に

利用する。 

○食料品はムダにならないよう必要なだけ買い、冷蔵

庫の中をチェックして食べ残しや期限切れを出さない。

また、大根の葉っぱやニンジンの皮なども調理を工

夫して食べてしまうことで生ごみを減らす。 

○衣料品は、長く着ることができ愛着の持てるものを、

必要なだけ買う。 

○家電製品などの耐久消費財は、故障・破損しても修

理できるものを選ぶ。 

○使い捨て商品はなるべく買わず、どうしても必要な

場合はリサイクル製品を選ぶ。 

○詰め替え製品など、ごみが出る割合が少ない製品を

選ぶ。 

○旅行かばんや乳幼児用品など、たまにしか使わない

ものや短期間しか使わないものはリースを活用する。 

水を１分間流しっぱなしにすると、約12ℓの水を使うことになります。 

 一人ひとりのちょっとした心がけで大きな節水効果があります。 

コップに水をくんで歯をみがき、洗面器を使って洗顔すると、約４ℓの水ですみます。
口をゆすぐときと顔を洗うときに合計で約１分30秒間流しっぱなしにした場合と比べて
14ℓの節水ができます。 
ホースからの流し洗いでは約250ℓの水を使いますが、バケツに水をくんで洗えば約30
～50ℓですみます。 
ふろの残り湯は、使用状況によっても異なりますが、一般家庭では１回当り約180ℓの量
があります。この半分を洗濯、掃除、散水などに利用すれば約90ℓの節約になります。 
天水桶やバケツなどに雨水をためておけば、庭の散水や家庭菜園の水やり、洗車などに
使えます。 

27,740ℓ
約8,600円 

4,800ℓ
約1,500円 
32,850ℓ
約10,200円 

∞ℓ
∞円 

（※単価：0.31円／ℓ（下水道料金を含みます）、４人家族の１年あたりの節水量と節約金額です） 

○買いものには買いもの袋（マイバック）を持っていく。 

○過剰包装を断り、簡易包装・はかり売りの商品を購

入する。 

○不要なダイレクトメールは、送ってきた会社に連絡

してとめてもらう。また、「受取拒否」と書いた紙を

貼ってポストに投函して発送元に返す。 

省資源・ごみ減量のための「４Ｒ」 

○空きカン・空きビン・ペットボトル・プラスチック

容器などは市の資源ごみ回収に出す。 

○古新聞やダンボールなどの古紙や古布は、共同作業

所やＰＴＡなどが行っている回収に出す。 

○生ごみは、コンポストや処理機を利用して堆肥とし

て利用する。 

○テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機を捨て

るときは、その製品を買った小売店に引き取っても

らう。買いかえの場合は、新しいものを買う小売店

に引き取ってもらう。 

○パソコンは、製造メーカーに回収を依頼して引き取

ってもらう。 

○建設リサイクルを進めるため、建築物を解体すると

きは、建設業許可や解体工事登録を受けた信頼でき

る業者を選ぶ。 

○再生布、再生紙、再生建材などのリサイクル材料を

使った製品を使う。 

Ｒｅｕｓｅ（リユース）Ｒｅｕｓｅ（リユース） 
繰り返し再利用する繰り返し再利用する 

Ｒｅｕｓｅ（リユース） 
繰り返し再利用する 

Ｒｅｊｅｃｔ（リジェクト）Ｒｅｊｅｃｔ（リジェクト） 
ごみになるものを買わない、ことわるごみになるものを買わない、ことわる 
Ｒｅｊｅｃｔ（リジェクト） 

ごみになるものを買わない、ことわる 

Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル） 
資源回収などに協力し、再生商品を使う資源回収などに協力し、再生商品を使う 

Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル） 
資源回収などに協力し、再生商品を使う 

Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース） 
資源の消費を減らす資源の消費を減らす 

Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース） 
資源の消費を減らす 

節　　　水 

 
洗面・手洗い 
 

自家用車の洗車 
 
ふろ水の再利用 
 
雨水の利用 

１ 

２ 

３ 

４ 
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農業所得のための 

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

収支計算のしおり　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

収支計算のしおり

平成18年分から水稲所得標準が廃止されます 

　農業所得の計算は、収入金額から必要経費を差し引く「収支計算」が原則です。 

 これまで、収支計算が困難な小規模の米作農家のかたについては、申告の目安として水稲所得標準を適用して

申告されていたかたもおられましたが、水稲所得標準が廃止された後は、すべて「収支計算」によって申告して

いただくことになります。 

◎収支計算とは 

収入金額　－　必要経費　＝　所得金額 

　収支計算をするには、出荷伝票や仕切書などの収入金額のわかる書類と、請求書や領収書などの支払金額の

わかる書類の保存が必要です。 

◎収支計算の手順 

◎確定申告のために 

 請求書や領収書などを保管する場所

を決めておくと便利です。 

 また、請求書や領収書の日付と金額

は、それぞれ項目ごとに集計しやすい

ように帳簿やノートなどに記録（記帳）

しておくと、申告するときに役立ちま

す。 

記帳が必要です！ 

　不明な点やわからないことがありましたら、峰山税務署（☎62-0460）または京丹後

市役所総務部税務課（☎69-0180）へお問い合わせください。 

１　取引の書類を保存する 

２　ノートなどに集計する 

３　１年間の合計をまとめる 

４　決 算 修 正 を 行 う  

５　収支内訳書を作成する 

�］ 

平成19年２～３月申告分 

平成17年11月 広報きょうたんご 

収入金額となるもの 

具　体　的　な　計　算　方　法　な　ど 

農産物の種類ごとに１年間の販売金額（消費税、手数料などを含みます）を合計します。 

自家用（贈答用を含みます）および事業用に消費した数量に、収穫時のいわゆる通常ほか

に販売する価額を乗じて計算します。 

作業受託収入、補助金、共済金などについてそれぞれ区分ごとに計算します。 

項　　　目 

農産物の販売金額 

家 事 消 費 な ど 

雑 収 入 

◎必要書類…ＪＡの精算書、市場の仕切書、領収書の控え、振り込みのあった預金通帳など 

必要経費となるもの 

項　　　目 

雇　　人　　費 

小作料・賃借料 

 

減 価 償 却 費 

利 子 割 引 料 

 

 

租 税 公 課 

 

 

種　　苗　　費 

肥　　料　　費 

農　　具　　費 

農 薬 衛 生 費 

諸　材　料　費 

修　　繕　　費 

 

動 力 光 熱 費 

作業用衣料費 

農業共済掛金 

 

荷造運賃手数料 

 

土 地 改 良 費 

 

雑　　　　　費 

具　体　的　な　内　容 

常雇、臨時雇人費などの労賃、賄費など 

地主に支払う農地の借料、農業用建物、農

機具の賃借料など 

農業用建物、農機具、農業用車両などの償

却費 

農業にかかる借入金の支払利息 

 

農業用資産の固定資産税、自動車税、水利

費など 

 

種もみ、種子苗などの購入費用 

肥料の購入費用 

取得価額が10万円未満または使用可能期

間が１年未満の農具の購入費用 

農薬の購入費用、共同防除費など 

ビニール、縄、針金などの購入費用 

農機具、農業用車両、農業用建物などの修

理に要した費用、車検代など 

農業に要した電気、水道などの料金、灯油、

ガソリンなどの燃料費 

作業衣、長靴などの購入費用 

水稲、農業用車両などにかかる共済掛金 

出荷の際の梱包費用、運賃、市場などに支

払う手数料 

 

土地改良事業の受益者負担金 

上記以外の費用で農業に関連して支払う費

用（農業の専門誌、事務用品代など） 

参　　考　　事　　項 

  

  

 

耐用年数を経過したものは計上できません。 

元金の返済額は必要経費になりません。 

所得税、住民税、国民健康保険税、国民年金

掛金、加算税、罰金などは必要経費になりま

せん。 

また、住宅用の固定資産税や農業用以外の車

の自動車税なども必要経費になりません。 

  

  

左記以外の農機具については減価償却の対象

となります。 

  

  

金額、性質によっては減価償却費に該当する

ことがあります。 

家事に使った分や、レジャーでドライブに使

った分などは含まれません。 

  

生命保険などは必要経費になりません。 

売上から差し引かれている場合は、経費に計

上すると二重計上となりますので、ご注意く

ださい。 

10アール当たりの費用が１万円未満の場合は

全額が必要経費になります。 

◎必要書類…領収書、請求書、通知書、引き落としのあった預金通帳など 

23
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　市民府民税については、平成18年度分より所得割額から差し引かれる定率控除が、15％（４万円が上

限）から7.5％（２万円が上限）に縮小されます。 

 また、所得税は、平成18年分より所得割額から差し引かれる定率控除が、20％（25万円が上限）から

10％（12万５千円が上限）に縮小されます。 

市民府民税は平成18年度分から 

所得税は平成17年分から 適用 
（ただし、下記５の所得税は平成18年分から適用） 

１　公的年金等控除の改正 

　65歳以上のかたに対して上乗せしています控除額が廃止され、控除の最低保障額が現行の140万円か

ら120万円に引き下げられます。 

 公的年金などの収入だけのかたを扶養控除できる収入額は、178万円以下から158万円以下になります。  

○65歳以上のかたの公的年金などの所得の簡易計算表（速算表） 

２　老年者控除の廃止 

　所得金額から差し引く所得控除のうち、65歳以上のかたに対して適用されている老年者控除（市民府

民税：48万円、所得税：50万円）は、市民府民税については平成18年度分から、所得税については平成

17年分から廃止されます。 

3　65歳以上のかたにかかる非課税措置の廃止（市民府民税のみ） 

　65歳以上で、前年の合計所得金額が125万円以下のかたへの非課税措置が廃止されます。 

 それにより、前年の合計所得金額が、28万円×（控除対象配偶者および扶養親族の数＋１）＋加算額

176,000円（加算額は、控除対象配偶者または扶養親族を有する場合のみ加算）を超えるかたは、市民

府民税の均等割が課税されます。均等割は、年額4,000円です。 

 ただし、平成17年１月１日において、65歳に達していたかた（昭和15年１月２日以前生まれのかた）

で前年の合計所得金額が125万円以下のかたは、経過措置として、平成18年度分は均等割および所得割

の税額の３分の２、平成19年度分は３分の１が減額されます。 

４　生計同一の妻の均等割の全額課税（市民府民税のみ） 

　生計同一の妻の市民府民税の均等割が、半額から全額課税になります。均等割は、年額4,000円です。 

５　定率控除の縮小 

平成平成18年度年度 

税改正について税改正について 

平成18年度 

税改正について 

その年中の公的年金などの収入金額（Ａ） 

3,300,000円以下 

3,300,000円超4,100,000円以下 

4,100,000円超7,700,000円以下 

7,700,000円超 

雑所得の算出方法 

(Ａ)－1,200,000円 

(Ａ)×75％－375,000円 

(Ａ)×85％－785,000円 

(Ａ)×95％－1,555,000円 

雑所得の算出方法 

(Ａ)－1,400,000円 

(Ａ)×75％－750,000円 

(Ａ)×85％－1,210,000円 

(Ａ)×95％－2,030,000円 

その年中の公的年金などの収入金額（Ａ） 

2,600,000円以下 

2,600,000円超4,600,000円以下 

4,600,000円超8,200,000円以下 

8,200,000円超 

改正前 

改正後 

平成17年11月 広報きょうたんご 

25

　国税庁では、毎年11月11日から17日までを「税を考える週間」として、

各種の広報・広聴活動を行っています。 

　本年度は、「少子・高齢社会と税」をテーマに税に関する情報を提供する

とともに、「消費税法の改正」、「国税電子申告・納税システム【ｅ－Ｔａｘ

（イータックス）】」を重点的にお知らせすることとしてます。 

　国を支える税について、ぜひこの機会に考えてみてください。 

税を考える週間 

少子・高齢社会と税 

わが国では、少子・高齢化が著しいスピードで進んでいます。 

このような社会では、労働力人口の減少や社会保障関係費の増大が見込まれ、公的サービスの財源と

なる税の役割はますます重要となります。私たち一人ひとりがその税の果たす役割を理解し、公的サー

ビスと負担をどのように選択するかを含めて、税について真剣に考えていく必要があります。 

国税庁の対応 

少子・高齢化をはじめとする経済社会の構造変化により、税務行政を取り巻く環境は質・量ともに厳

しさを増しています。そのなかで、引き続き国民のみなさんの負託に応えていくため、国税庁としては、

ＩＴ化に対応した事務の見直しや納税環境の整備などに取り組んでいます。 

◎国税庁ホームページに特集コーナーを設けたり、新聞などで広報を行います。 

◎国税モニターの方々との意見交換、税に関する作文の表彰などを行います。 

消費税の届出と納付の準備はお済みですか？ 

◎新たに課税事業者となるかたは、課税事業者届出書の提出が必要です。 

◎簡易課税制度を選択されるかたは、簡易課税制度選択届出書の提出が必要です。 

◎日ごろから納税資金の積み立てをお願いします。個人事業者のかたは、振替納税をご利用ください。 

国税電子申告・納税システム【ｅ－Ｔａｘ（イータックス）】 

e-Taxは、自宅やオフィスからインターネットを利用して申告や納税などができるシステムです。ぜ

ひご利用ください。（e-Taxホームページ【http://www.e-tax.nta.go.jp】 

インターネット番組 

国税庁ホームページで動画と図解で税の紹介をする番組をはじめました。消費税（９・10月配信）、

e-Tax（11月配信）の番組もありますので、ぜひアクセスしてみてください。 

ご存知ですか？ご存知ですか？ ご存知ですか？ 

税について考えましょう税について考えましょう 税について考えましょう 

週間中の主な活動週間中の主な活動 週間中の主な活動 

　詳しくは、国税庁ホームページまたは大阪国税局ホームページをご覧いただくか、

峰山税務署にお尋ねください。 

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp 

大阪国税局ホームページ　http://www.osaka.nta.go.jp 

峰山税務署　☎：62-0460

峰山税務署からのお知らせ 

11月11日（金）～17日（木） 
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

草
や
木
な
ど
を
家
庭
で
燃
や
し
て

は
ダ
メ
で
す
か
？
 

　
ご
み
は
、
一
切
ド
ラ
ム
缶
で
燃
や
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
規
約
に
大
変
な
驚
き
と
不

満
と
怒
り
を
覚
え
ま
す
。
 

　
家
庭
で
出
る
ゴ
ミ
の
木
や
草
ぐ
ら
い
は
ド

ラ
ム
缶
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
あ
る
程

度
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
け
れ
ば
各
戸
で
燃

や
し
て
も
よ
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
、
商
業
の
人
を
は
じ
め
草
木
が

多
く
あ
る
家
は
大
変
で
す
。
 

　
も
う
少
し
融
通
の
あ
る
決
ま
り
に
変
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

【
無
記
名
】
 

例
外
で
周
辺
に
影
響
が
な
け
れ
ば
 

た
き
火
な
ど
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
 

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
第
十
六
条
の
二
に
廃
棄
物
の
焼
却
禁
止

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
条
文
は
、
「
①
廃
棄
物
の
適
正
な
処

理
を
行
う
こ
と
。
②
違
反
者
の
取
り
締
ま
り

の
こ
と
。
③
廃
棄
物
処
理
法
の
規
制
強
化
に

と
も
な
う
不
適
正
な
焼
却
の
未
然
防
止
」
を

背
景
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
条
文

に
違
反
し
て
廃
棄
物
の
処
理
基
準
に
よ
ら
な

い
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
野
外
で
の
不
法
な
廃
棄

物
の
焼
却
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
懲
役
や
罰

金
な
ど
の
刑
罰
が
科
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
基
づ
き
ゴ
ミ
（
木
、
草
含
む
）
の
野
外
で

の
焼
却
は
、
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
 

　
一
方
、
公
益
上
や
社
会
の
慣
習
上
や
む
を

得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却
、
ま
た
は
周
辺
地
域

の
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微
な
も
の

ま
で
刑
罰
を
科
す
こ
と
は
、
合
理
的
な
規
制

と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
例
外
と
し
て
「
た

き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行

わ
れ
る
軽
微
な
廃
棄
物
の
焼
却
」
に
つ
い
て

は
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響

が
な
い
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
各
家
庭
で
の
ゴ
ミ
の
焼
却
に
つ
い
て
は
、

法
で
禁
止
さ
れ
た
も
の
に
当
た
る
か
ど
う
か

は
、
そ
の
規
模
や
周
辺
の
状
況
に
よ
り
個
別

で
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
判
断
が
難

し
い
と
き
な
ど
は
、
市
環
境
推
進
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
一
般
論
と
し
て
、
近
年
ご
近
所
と

の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
た
せ
い
か
、
悪
臭
や

騒
音
と
並
ん
で
野
焼
き
に
よ
る
煙
に
関
す
る

苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
き
火

と
は
い
え
、
実
際
に
大
変
な
迷
惑
を
感
じ
る

か
た
が
お
ら
れ
る
た
め
、
苦
情
解
決
や
火
災

防
止
の
た
め
の
消
火
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
も
、
家
庭
ゴ
ミ
や
せ
ん
定
く
ず
は
、

で
き
る
だ
け
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
収
集
日

に
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
峰
山
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

【
環
境
推
進
課
】
 

イ
ベ
ン
ト
の
結
果
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
は
？
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
情
報
発
信
が
非
常
に

遅
く
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

　
例
え
ば
、
八
月
七
日
の
「
フ
ェ
ス
タ
飛
天
」

や
「
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
」
な
ど
、

実
際
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
も
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
れ
ば
そ
の
概
況

が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

市
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
遅
れ
を
と
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

【
無
記
名
】
 

主
催
団
体
と
協
議
し
 

掲
載
方
法
を
検
討
し
ま
す
 

　
「
フ
ェ
ス
タ
飛
天
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

直
前
ま
で
情
報
提
供
が
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
非
常
に
有
効
な
伝
達
手
段
で
あ
る
と
認

識
し
、
出
店
者
募
集
や
催
し
物
案
内
な
ど
、

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
し
た
。
一
方
、

当
日
の
会
場
な
ど
の
様
子
は
、
本
紙
九
月
号

で
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
各
団
体
や
実

行
委
員
会
が
行
う
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
、
事
前
案
内
や
紹
介
に
力
を
入
れ
、
関
係

す
る
市
の
担
当
部
署
か
ら
情
報
発
信
し
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
で
き
る
だ
け
結

果
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

の
出
来
事
は
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
度
が
高
ま
る
な
か
、

行
事
の
模
様
を
画
像
を
含
め
い
ち
早
く
お
知

ら
せ
し
た
り
、
地
域
の
ア
ピ
ー
ル
や
次
回
か

ら
の
集
客
へ
つ
な
げ
た
り
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
主
要
な
イ

ベ
ン
ト
結
果
な
ど
の
出
来
事
を
ニ
ュ
ー
ス
的

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
伝
え
る
こ
と
を
今
後
の

課
題
と
し
て
、
主
催
す
る
団
体
の
協
力
に
つ

い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
掲
載
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、「
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
」

 Ｑ 

Ｑ 

Ａ 

Ａ 

多くの来場者で盛り上がった「フェスタ『飛天』」 
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の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
八
月
九
日
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
 

【
情
報
シ
ス
テ
ム
課
】
 

市
営
団
地
の
建
設
を
 

　
府
営
団
地
な
ど
に
な
か
な
か
入
居
で
き
な

く
て
困
っ
て
い
る
か
た
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

団
地
な
ど
を
建
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
母
子
家

庭
の
か
た
な
ど
は
助
か
り
ま
す
。
借
家
は
家

賃
が
高
い
の
で
生
活
に
困
り
ま
す
。
 

【
無
記
名
】
 

建
て
替
え
の
際
に
戸
数
を
増
や
し

て
建
設
し
て
い
ま
す
 

　
府
営
住
宅
、
市
営
住
宅
と
も
に
「
公
営
住

宅
法
」
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
て
お
り
、
基
本

的
な
運
営
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

　
現
在
、
市
営
住
宅
で
は
利
用
可
能
な
住
宅

が
三
百
四
十
九
戸
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
約
六

割
は
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
建
て

ら
れ
た
古
い
住
宅
で
す
。
現
在
の
入
居
率
は

一
〇
〇
％
で
、
空
家
の
入
居
者
を
募
集
し
た

場
合
、
平
均
し
て
三
〜
四
倍
の
応
募
倍
率
と

な
り
ま
す
。
人
気
の
高
い
住
宅
で
は
、
十
倍

を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
、
近
代
的
で
良
質
な

住
宅
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
 

　
ご
意
見
に
あ
り
ま
す
住
宅
建
設
に
つ
い
て

は
、
今
日
の
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
新

規
建
設
を
次
々
に
行
え
る
状
況
に
は
必
ず
し

も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
古
い
団
地
の
建

て
替
え
を
行
う
際
に
、
建
て
替
え
前
よ
り
戸

数
を
増
や
し
て
建
設
し
、
よ
り
多
く
の
か
た

に
入
居
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
針
で
建

設
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
用
地
確
保

や
、
建
設
費
用
、
移
転
費
用
な
ど
の
問
題
も

あ
り
、
建
設
ま
で
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

　
市
営
住
宅
は
、
主
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る

か
た
を
対
象
に
入
居
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

募
集
の
際
に
は
、
母
子
家
庭
の
人
な
ど
を
含

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
多
く
の
か
た
が
応

募
さ
れ
ま
す
。
入
居
者
選
考
委
員
会
で
は
、

住
居
に
困
っ
て
い
る
事
情
な
ど
を
よ
く
考
え

て
選
考
し
た
り
、
選
考
に
よ
り
が
た
い
と
き

は
抽
選
で
入
居
者
の
決
定
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
 

　
財
政
事
情
も
あ
り
、
長
期
計
画
の
中
で
の

建
設
対
応
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
公
営
住

宅
不
足
の
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
都
市
計
画
・
建
築
住
宅
課
】
 

市
立
病
院
で
は
輸
血
前
後
の
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
し
て
い
ま
す
か
 

　
輸
血
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
早
期
に
発

見
し
、
治
療
や
他
の
患
者
へ
の
感
染
拡
大
防

止
に
つ
な
げ
る
た
め
、
昨
年
九
月
、
厚
生
労

働
省
が
輸
血
前
後
の
感
染
症
検
査
を
通
知
で

促
し
た
後
も
、
全
国
の
大
規
模
病
院
の
三
〇

％
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
調
査

結
果
の
新
聞
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
 

　
京
丹
後
市
立
病
院
で
は
こ
の
検
査
を
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
か
？
も
し
し
て
い
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
 

【
市
内
・
無
記
名
】
 

輸
血
前
は
必
ず
、
輸
血
後
は
感
染
が

疑
わ
れ
る
と
き
に
行
っ
て
い
ま
す
　
 

　
市
立
弥
栄
病
院
、
久
美
浜
病
院
で
は
、
輸

血
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
手
術
、
処
置
、
検

査
の
際
に
は
、
輸
血
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ

ん
を
対
象
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
B
型
・
C
型
）

や
梅
毒
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
血
液
媒
介
感
染
症

に
つ
い
て
の
検
査
を
必
ず
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
輸
血
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
輸
血

を
行
っ
た
患
者
さ
ん
の
多
く
が
外
来
通
院
や

入
院
の
必
要
が
あ
り
、
定
期
的
に
肝
機
能
検

査
を
行
い
、
感
染
症
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ご
意
見
に
あ
る
よ
う
な

「
輸
血
後
検
査
」
と
い
う
こ
と
で
決
め
ら
れ

た
時
期
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
や
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
の
検
査
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
通
知
も
、
す
べ

て
の
輸
血
後
の
検
査
を
義
務
付
け
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
医
師
が
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮

し
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
検
査
を
行
う

よ
う
奨
励
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

　
輸
血
後
の
血
液
媒
介
感
染
症
検
査
に
つ
い

て
は
、
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
が
増
え
る
と

い
う
問
題
や
、
特
に
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
検
査

に
関
し
て
は
同
意
を
い
た
だ
く
必
要
も
あ
り

ま
す
。
十
分
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
（
医
師
が
患
者
さ
ん
に
対
し
て
治
療
内
容

な
ど
を
説
明
し
、
そ
の
内
容
を
承
諾
す
る
こ

と
）
を
行
っ
た
う
え
で
実
施
す
る
よ
う
、
現

在
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

　
輸
血
は
、
患
者
さ
ん
に
そ
の
必
要
性
を
十

分
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
副
作
用
や
副

反
応
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
可
能
性
に
至
る
ま

で
の
詳
細
を
十
分
説
明
し
た
う
え
で
、
同
意

を
得
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

院
内
に
輸
血
委
員
会
を
設
け
、
安
易
な
輸
血

を
行
わ
ず
適
正
な
使
用
や
必
要
性
に
つ
い
て

定
期
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

血
液
製
剤
を
介
し
た
感
染
症
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
輸
血
が
必
要
と
な

る
手
術
で
は
、
積
極
的
に
自
己
血
を
利
用
す

る
こ
と
（
自
分
の
血
を
術
前
に
採
取
・
保
存

し
、
必
要
な
と
き
に
輸
血
す
る
こ
と
）
で
、

感
染
症
の
機
会
を
少
し
で
も
減
ら
す
よ
う
努

力
し
て
い
ま
す
。
 

　
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
輸
血
前
後
に
不

安
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
医
師
、
看
護
師

な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
地
域
医
療
課
】
 

Ａ Ｑ 

Ａ Ｑ 

今年14戸が完成した市営住宅松岡団地Ａ・Ｂブロック。

今年度中にはＣブロック6戸が完成予定（網野町下岡） 
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市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

※休館日は、本紙発行日の11月10日以降 
　次号発行日の12月９日までを掲載しています。 

読み聞かせ講演会読み聞かせ講演会 読み聞かせ講演会 

「絵本の魔法」をどうぞ　 
　　　～お子さん、お孫さん、そして自分のために～ 
「絵本の魔法」をどうぞ　 
　　　～お子さん、お孫さん、そして自分のために～ 

丹後図書室 

11月の休館日 
14日（月）・21日（月）・23日（水）・28日（月） 

12月の休館日 
1日（木）・５日（月） 

開 館 時 間 

10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は 
水曜日のみ19：00まで 

 子どもに絵本を読んであげていると、親子のふれ

あいができるだけではなくて、その時間がもたらす

ものが、まさに子育ての醍醐味であることに気づき

ます。忙しい時間を縫って絵本を通して子どもと向

き合うことで、お子さんを一層愛しく感じられるこ

とでしょう。 

　子どもにとって絵本は、心地よく、心豊かに成長

するために欠かせない「心の栄養」ですが、絵本は

子どもにだけ恵みをもたらすものではありません。

一緒に読んでいる大人の心にも、いつの間にか平安

をもたらし、癒（いや）されます。それが『絵本の

魔法』です。 

　お子さんをひざに乗せて、また一緒に寝っころが

りながらでも触れ合い、心を通わせてください。子

どもは、父母や祖父母から読んでもらうことが大好

きです。上手下手は問題ではありません。本が、人

に与えてくれる影響を考えると、小さい子どものこ

ろに、よい本に出会うことはとても大切なことです。

　１週間に何十冊もの絵本が出版される時代になり、

市立図書館にもたくさんの絵本をそろえています。

お子さんの年齢に合わせてどんな絵本がよいかなど、

遠慮なくご相談ください。お手伝いさせていただき

ます。 

 京丹後市の６つの図書館では、合併後、統一した開

館時間や休館日などを表示した「利用カード」に変更し、

旧町のときのカードと交換しています。合併後約１年

半が経ちましたが、まだ多くのかたが交換されていま

せん。　できるだけ早く、新しい「利用カード」と交

換してください。 

 ９月７日、当日の朝まで台風の影響が心配されま

したが、「読み聞かせ講演会」（あみの読み聞かせボラ

ンティアの会主催・あみの図書館後援）を開催しました。 

　会場いっぱいの参加者で熱気に包まれ、全国で活

躍中の越高一夫さんの熱心な講演により、絵本や読

み聞かせの魅力を再

確認しました。京丹

後市全域に読み聞か

せが広がる一つのき

っかけになることを

願っています。 

「えほんのへや」（毎週水曜日10：30～） 

　　　　　　　　 

 昨年の７月から「えほんのへや」が始まりました。

ちょうど当時１歳９か月だった息子に、少しずつ言

葉を教えだしたころでした。息子は、絵本に興味が

あったのか、読んでもらうとじ－っと真剣に聞いて

いました。図書館で借りてきた本を家で読むのもす

ごく楽しみにするようになり、読み聞かせの合間の

手遊びを、家でも楽しそうにするようになりました。 

 今年の４月からは、英語の本も読んでもらえるよ

うになり、ちょっと雰囲気も変わって楽しみのよう

です。 

　また、同年代のお子さんとも一緒の時間が過ごせ

るので親も子も楽しんでいます。10月で３歳になる

息子ですが、絵

本大好きの想像

力豊かな子ども

になったらいい

なと思っていま

す。 

利用カードの交換は 
お済みですか 

参加者の声 
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泉
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浜
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色
松
井
与
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松
井
与
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郎
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（
け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
ま
つ
い
よ
は
ち
ろ
う
ぞ
う
）

（
け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
ま
つ
い
よ
は
ち
ろ
う
ぞ
う
）

〜 

〜
久
美
浜
町
宝
泉
寺 

　
　
絹
本
著
色
松
井
与
八
郎
像 

　
　
（
け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
ま
つ
い
よ
は
ち
ろ
う
ぞ
う
）

〜 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
七

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
七 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
七

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
七 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
七 

松井与八郎像 

 

ご活躍　おめでとうございますご活躍　おめでとうございます ご活躍　おめでとうございますご活躍　おめでとうございます ご活躍　おめでとうございます 

2005年レスリング世界選手権大会 

女子59㎏級　金メダル　正田　絢子さん（網野町） 

第52回全国高等学校総合体育大会レスリング競技 

個人対抗戦 

　　74㎏級　優勝　永田　裕城さん（網野高等学校２年） 

学校対抗戦 

　　ベスト８　網野高等学校 

第21回全国高校生グレコローマンスタイル選手権大会 

　　74㎏級　優勝　永田　裕城さん（網野高等学校２年） 

第11回全国高等学校女子レスリング選手権大会 

　　46㎏級　優勝　三村　冬子さん（網野高等学校１年） 

第18回全国スポーツ・レクリエーション祭 

女子ソフトボール競技　準優勝 

　　　　　　　大宮町体育協会女子ソフトボールクラブ 

2005年アジア・カデットレスリング選手権大会 

女子43㎏級　優勝　堀内　　優さん（網野中学校３年） 

女子46㎏級　優勝　三村　冬子さん（網野高等学校１年） 

男子フリースタイル 

　　74㎏級　２位　永田　裕城さん（網野高等学校２年） 

　　42㎏級　３位　半田　　守さん（網野中学校３年） 

  

今
回
は
、
久
美
浜
町
湊
宮
の
宝
泉
寺
に

所
蔵
の
松
井
与
八
郎
像
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

松
井
与
八
郎
は
、
先
月
号
で
ご
紹
介
し

ま
し
た
松
井
康
之
の
長
男
に
あ
た
り
ま
す
。

肖
像
の
上
側
に
松
井
康
之
の
叔
父
に
あ
た

る
玄
甫
霊
三
（
げ
ん
ぽ
れ
い
さ
ん
）
の
賛

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
賛
に
よ
れ
ば
、

父
康
之
と
と
も
に
文
禄
の
役
に
参
加
し
て

朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
、
数
々
の
軍
功
を
挙

げ
て
い
ま
し
た
が
、
病
の
た
め
に
帰
国
し
、

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
年
）
に
肥
前
名
護

屋
（
現
在
の
佐
賀
県
唐
津
市
）
で
亡
く
な

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
像
は
、
翌
文

禄
三
年
に
そ
の
死
を
惜
し
ん
で
描
か
れ
た

も
の
で
す
。 

　
な
お
松
井
与
八
郎
は
、
「
海
の
見
え
る

場
所
に
」
と
い
う
遺
言
を
残
し
て
い
た
と

さ
れ
、
宝
泉
寺
境
内
に
墓
（
五
輪
塔
）
が

あ
り
ま
す
。
現
在
の
五
輪
塔
は
、
天
明
三

年
（
一
七
八
三
年
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の

で
、
京
丹
後
市
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

先
月
号
で
は
、
松
井
康
之
が
久
美
浜
に

入
り
、
久
美
浜
城
下
町
を
整
備
し
た
と
い

う
こ
と
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
長
男
の
与

八
郎
の
墓
と
肖
像
画
は
、
な
ぜ
久
美
浜
で

は
な
く
湊
宮
に
所
在

し
て
い
る
の
か
と
い

う
疑
問
が
わ
き
ま
す
。 

 

松
井
康
之
が
、
久

美
浜
に
入
る
よ
り
少

し
前
の
天
文
七
年
（
一

五
三
八
年
）
に
記
し

た
『
丹
後
国
御
檀
家

帳
（
た
ん
ご
の
く
に

お
だ
ん
か
ち
ょ
う
）』と
い
う
書
物
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
み
る
と
久
美
浜
湾
周
辺
に

展
開
す
る
村
の
名
前
と
家
の
軒
数
・
檀
家

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
久
美

浜
城
下
町
と
な
る
久
美
浜
は
、
「
く
み
の

は
ま
」、「
く
み
の
ど
い
は
ま
」
と
記
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
五
百
軒
と
六
十
軒
の
家
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
湊
宮
は
、
「
く

み
の
み
な
と
」
と
記
さ
れ
、
五
百
軒
の
家

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

軒
数
が
ど
の
程
度
の
実
態
を
示
す
も
の
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
家
五
百
軒
」
と

記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ほ
か
に
「
あ
み
の

の
さ
と
」
し
か
な
い
た
め
、
当
時
の
久
美

浜
・
湊
宮
は
、
丹
後
国
の
中
で
最
も
人
口

の
多
か
っ
た
と
こ
ろ
と
言
っ
て
も
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

現
在
の
湊
宮
集
落
は
、
久
美
浜
湾
と
日

本
海
を
わ
け
る
砂
洲
（
小
天
橋
）
の
上
に

あ
り
、
久
美
浜
湾
側
に
向
い
て
い
ま
す
。

冬
に
行
く
と
、
日
本
海
が
荒
れ
て
い
て
も
、

久
美
浜
湾
側
は
お
だ
や
か
で
、
日
本
海
側

の
港
と
し
て
素
晴
ら
し
い
立
地
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
久
美
浜
湾
か
ら
湊
宮
を
見

る
と
、
湾
か
ら
日
本
海
に
出
る
場
合
は
、

必
ず
湊
宮
を
通
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
湊
」

と
い
う
地
名
や
立
地
か
ら
み
る
と
湊
宮
は
、

日
本
海
側
の
航
路
か
ら
物
資
が
入
っ
て
く

る
港
と
し
て
、
ま
た
湊
宮
か
ら
久
美
浜
湾

へ
流
れ
込
む
各
河
川
を
通
じ
て
内
陸
へ
と

物
資
を
流
通
す
る
拠
点
と
し
て
栄
え
て
い

た
と
推
定
で
き
ま
す
。 

 

湊
宮
を
こ
の
よ
う
な
視
点
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
な
ら
ば
、
久
美
浜
に
入
っ
た
松

井
康
之
は
、
交
易
上
・
軍
事
上
の
重
要
な

拠
点
と
し
て
こ
の
地
を
位
置
づ
け
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
長
男
の
与
八
郎
は
、
湊

宮
の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
想
像
を
し
て
い
ま
す
。
後
に
「
湊

の
五
軒
家
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
出
現
す

る
素
地
は
、
中
世
に
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

 

湊
宮
の
町
並
み
を
み
る
と
、
宝
泉
寺
の

あ
た
り
に
ク
ラ
ン
ク
ら
し
き
と
こ
ろ
が
見

ら
れ
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
松
井
氏
の

第
二
城
下
町
と
し
て
整
備
が
行
わ
れ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
に
松
井
与
八
郎
像
は
、
桃
山

時
代
の
若
年
の
武
士
を
描
い
た
肖
像
画
と

し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
点
が
評
価
さ
れ
、

昭
和
六
十
三
年
四
月
十
五
日
付
け
で
京
都

府
の
指
定
文
化
財
（
絵
画
）
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

３年後の北京オリンピックをめざし、がんばってください３年後の北京オリンピックをめざし、がんばってください。 ３年後の北京オリンピックをめざし、がんばってください３年後の北京オリンピックをめざし、がんばってください。 ３年後の北京オリンピックをめざし、がんばってください。 
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人口のうごき

男　　　31,417人

女　　　33,959人

計　　　65,376人

世帯数　21,991世帯

　　（10月１日現在）

今年限りで中断することとなった

　　　　御陵区の子ども神楽（網野町）

子どもたちの舞を支えた力強い演奏

祭
り
ム
ー
ド
一
色
に

祭
り
ム
ー
ド
一
色
に

祭
り
ム
ー
ド
一
色
に

祭
り
ム
ー
ド
一
色
に

秋
本
番

見物客をはらはらさせるほど熱気みなぎる

　　　　　　間人けんか屋台（丹後町間人）

子どもたちが

　かわいい舞を披露した

　天神山（峰山町呉服）

秋空に

　勇壮な音を響かせた

　溝谷太鼓（弥栄町溝谷）

息
の
あ
っ
た
太
鼓
を
披
露

　
　
笹
ば
や
し
（
大
宮
町
周
枳
）

　
十
月
八
日
・
九
日
を
中
心
に
、
市

内
各
地
で
「
秋
祭
り
」
が
行
わ
れ
、

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
芸
屋
台

や
み
こ
し
、
太
刀
振
り
、
神
楽
（
か

ぐ
ら
）
な
ど
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
威
勢
の
い
い
掛
け
声
や
祭
り
囃

子
（
ば
や
し
）
が
、
秋
本
番
の
到
来

を
告
げ
ま
し
た
。

　
網
野
町
の
御
陵
区
で
は
、
古
く
か

ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
大
人
の
神
楽
に

加
え
、
平
成
元
年
か
ら
続
い
て
き
た

「
子
ど
も
神
楽
」
が
、
地
域
の
子
ど

も
の
減
少
に
よ
り
残
念
な
が
ら
本
年

限
り
で
中
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
九
日
の
正
午
前
に
は
京
丹
後
警
察

署
網
野
交
番
近
く
で
、
大
人
の
神
楽

に
続
い
て
、
小
学
校
高
学
年
と
中
学

生
の
み
な
さ
ん
が
息
の
あ
っ
た
舞
を

披
露
す
る
と
、
詰
め
か
け
た
保
護
者

を
は
じ
め
多
く
の
地
域
住
民
か
ら
、

中
断
を
惜
し
む
温
か
い
大
き
な
拍
手

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
野
正
吉
区
長
は
「
昔
と
比
べ
子

ど
も
の
数
が
半
分
以
下
に
な
り
、
や

む
な
く
中
断
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

と
て
も
残
念
で
悲
し
い
で
す
。
子
ど

も
が
増
え
る
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、

ぜ
ひ
復
活
さ
せ
た
い
」
と
、
い
つ
の

日
か
子
ど
も
た
ち
の
舞
が
見
ら
れ
る

日
が
来
る
こ
と
を
強
く
期
待
さ
れ
て

い
ま
し
た
。


